
泉大津の暮らしをもっと便利にする広報紙 
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泉大津の古い写真を探しています
子ども手当申請の締切は11/22です
国際交流ボランティア募集
ご存知ですか？「食と運動・健康応援講座」
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まつりの見所、やりまわし！（だんじりまつり、大津神社前にて） 今月の
表紙

カルチャー･スコール

「広報についての
市民アンケート」に
ご協力ください！
（5､6ページ）
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権啓発課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

泉大津の寺院今昔(11)　強縁寺
浜街道をはさんで東西に広がる地域は、かつて大津

寺内とよばれました。その一角の神明町に、寺内町成
立に関わった寺院の一つである強縁寺があります。
寺伝によると、強縁寺の開創は天正年間（1573～

1592）にまでさかのぼります。百姓であった釣屋助
九郎（了道）が宇多大津に浄土真宗の釣屋道場を建立
したのがはじまりとされます。文禄3年（1594）、宇
多大津にあった同じく浄土真宗の長泉寺（神明町南溟
寺の前身）が下条大津へ移転したのを契機に、鉤屋道
場・東右衛門道場（のちの緑照寺）も下条大津へ移り、
大津寺内が形づくられていきました。
強縁寺の寺号が東本願寺から附与されたのは慶安5

年（1652）のことです。元禄4年（1691）から記載
が開始された強縁寺史料「強縁寺代々書次第ひかへ」
には「慶安五辰年寺号木仏御免被成候」とみえ、寺号
を裏書きした木仏が下付されたことがわかりますが、
現存の本尊阿弥陀如来立像にはこの裏書きは確認でき
ません。強縁寺は延宝7年（1679）に西本願寺に転派
しており、現在の本尊が東西いずれの本願寺から下付
されたものかは不明です。本堂には延宝7年銘の七高
僧像および延宝銘の聖徳太子像が現存し、転派の際に
御影寺号として下付されたことがわかります。
延宝7年における強縁寺の転派は隣接する緑照寺と

同時に行われました。転派は東本願寺との争論が原因
でした。
次回は　泉大津の寺院今昔(12)をお伝えします。

七高僧像（強縁寺蔵）



泉大津市マスコットキャラ募集 !泉大津市マスコットキャラ募集 !

たくさんのご応募お待ちしています！

▷誕生日…４月１日（おひつじ座）
▷出身地…泉大津市内のとある毛布工場
▷性格…草食系。だけどみんなとわいわいすることが大好き！
▷趣味…編み物、寝ること
▷好物…がっちょの炊いたん（煮物）、エビじゃこ
▷嫌いなもの…ジンギスカンの鉄鍋
▷体重…はかったことはない
▷特技…子どもと仲よくすること
▷ライバル…カシミヤやぎ、アンゴラうさぎ
▷親友（悪友）…ボーダーコリー
▷好きな場所…にぎやかなところ、人の集まるところ
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プロフィルイメージ
（泉大津市の毛布工場で生まれた羊精（ようせい）です！）

毛布・ニットのまち「いずみおおつ」にふ
さわしい、「ひつじ」をモチーフとしたマス
コットキャラクターのデザインを募集。応
募資格は制限なし（プロ、アマチュア、住所、
年齢、性別などは問わない）とします。
①右に示すプロフィルイメージに合う、市
民の皆さんに親しんでもらえる、オリジ
ナリティあふれる、かわいらしいデザイ
ンとすること

②各種印刷物（広報紙や封筒など）、ホーム
ページ、着ぐるみ、記念グッズなどにも
活用できるデザインとすること

選定委員会において、入賞候補作品を数点
選出した後、市民の皆さんの投票により最
優秀賞および優秀賞を決定します。なお、
最優秀賞が採用作品（泉大津市のマスコッ
トキャラクター）となります。
※他のコンテストなどに応募していないも
の、または著作権その他第三者の権利を侵
害しているものについては審査の対象外と
なります。採用決定後であっても、これら
の事実が判明した場合は、採用は無効とな
ります

平成24年５月ごろ
※受賞作品は、広報紙およびホームページ
で発表するほか、受賞者のみ文書にて通知。
受賞した場合、受賞者の氏名、在住の市町
村名および年齢を公表します

11月１日㈫～12月28日㈬（必着）

▷最優秀賞…１人（賞金 10 万円および本市
特産品）　▷優秀賞…１人（賞金１万円およ
び本市特産品）
※受賞者が高校生以下の人の場合は、賞金
の代わりに同金額の図書カードを進呈
※最優秀作品は大阪ミュージアム構想の「い
いデザイン 100 プロジェクト」作品として
登録し、府のホームページなどで広く紹介

※詳しい応募方法については、募集要項（本市ホー
ムページからダウンロード可）をご覧ください

①ひつじをモチーフとしたキャラクターで
あること

②今後の展開が行いやすいキャラクターで
あること

③自作の未発表作品であること（同一作品
を他のコンテストなどに応募していない、
または個人的にも使用していないものに
限る）

④他のキャラクターデザインに類似してい
ないこと

所定の応募用紙またはA4用紙にキャラを描
き、企画調整課に郵送または直接持参（ファ
クスやメールでの応募は受け付けません）
してください。
また、電子データで作成した場合はそのデー
タと応募用紙を併せて提出してください。
※所定の応募用紙は、本市ホームページか
らダウンロードするか、市役所、図書館・
公民館などに設置

本市は、平成24年４月に市制施行70周年を迎えます。これを記念し、泉大津市民としての郷土愛の醸成や市内外へ
泉大津市の魅力をアピールすることを目的に、たくさんの市民の皆さんに親しまれる、「いずみおおつ」らしいマスコッ
トキャラクターのデザインを募集します。最優秀作品については、市制施行70周年記念事業や広報活動などに活用し、
本市の魅力発信のため、さまざまな取り組みを展開する予定です。
提出先・問合　〒595-8686　泉大津市役所 企画調整課（☎33・9402　市役所４階）

市制 70 周年を記念して、毛布・ニットのまち「いずみおおつ」にふさわしいキャラクターを募集します

その他注意事項
①応募作品の返却はしません
②出品料は無料。ただし応募の際に必要な郵送料などの経費については
すべて応募者負担

③応募作品の著作権その他一切の権利に関わる問題が生じた場合は、す
べて応募者責任とする

④採用された作品は、泉大津市において一部補正、修正して使用する場
合や、ポーズの変更、単色印刷で使用する場合あり

⑤採用された作品の著作権、二次使用権、商品化権、公衆送信権その他
一切の権利は泉大津市に帰属

⑥受賞者は、泉大津市が当該作品を使用するにあたって、著作者人格権
を行使しないものとする

⑦受賞者と泉大津市は、最優秀賞および優秀賞に選出されたことを条件
に、前記⑤および⑥を内容とした著作権譲渡契約を締結したものとす
る

※この契約にあたり、最優秀賞および優秀賞の副賞以外の契約料や使用
料の金銭的対価はお支払いしませんのでご了承ください

⑧今回の募集に際して泉大津市が応募者から取得した個人情報について
は、マスコットキャラクター募集に関するもの以外には使用しません
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ら
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美術界の大御所ら語る
絵の見方､アートの力 !

●
11
月
12
日
㈯
　「
絵
の
見
方
・
感

じ
方
」
木
村
重
信
氏
（
大
阪
大
学
・

京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
、
兵

庫
県
立
美
術
館
名
誉
館
長
）

近
代
美
術
史
、
民
族

芸
術
学
の
重
鎮
。
１

９
２
５
年
京
都
府
生

ま
れ
。
京
都
大
学
文
学
部
卒
。
京
都

市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
講
師
・
助

教
授
・
教
授
を
経
て
大
阪
大
学
文
学

部
教
授
、
大
阪
府
顧
問
、
国
立
国
際

美
術
館
長
を
務
め
ま
し
た
。
１
９
５

６
年
か
ら
２
年
間
、
仏
・
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
民
族
学
研
究
所
に
留
学
し
た

ほ
か
、
世
界
の
全
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
（
実
地
研
究
）
を
行
い
、
民

族
美
術
の
権
威
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
「
絵
の
見
方
が
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
人
の
た
め
、
具
体
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
な
が
ら
「
心
を

も
っ
て
」
絵
に
働
き
か
け
る
視
点
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
う
え
で
不
可
欠

な
芸
術
文
化
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

●
11
月
20
日
㈰
　「
ア
ー
ト
と
社
会
」

鷲
田
清
一
氏
（
大
阪
大
学
前
総
長
、

大
谷
大
学
教
授
）臨

床
哲
学
、
倫
理
学

の
第
一
人
者
。
現
代

社
会
の
柔
軟
な
分
析

と
批
評
に
定
評
が
あ
り
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
９
４
９
年
京
都
市
生
ま
れ
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。
関
西
大
学
教

授
を
経
て
大
阪
大
学
文
学
部
助
教

授
・
教
授
・
副
学
長
を
歴
任
。
２
０

０
７
年
、
理
科
系
の
多
い
大
阪
大
学

で
初
め
て
文
科
系
出
身
の
総
長
に
就

任
。
今
年
８
月
末
退
任
し
ま
し
た
。

文
科
省
文
化
審
議
会
委
員
、
京
都
服

飾
文
化
財
団
評
議
員
、
京
都
府
文
化

力
創
造
懇
話
会
委
員
、「
美
の
滋
賀
」

発
信
懇
話
会
座
長
な
ど
も
務
め
、

「
ア
ー
ト
は
美
術
館
の
中
に
閉
じ
こ

も
っ
て
は
な
ら
な
い
」
を
信
条
に
、

地
域
の
文
化
振
興
、
魅
力
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
12
月
11
日
㈰
「
日
本
の
美
・
世
界

の
美
」
藤
田
治
彦
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
教
授
）※

概
要
は
12
月
号
で

カルチャー・スコール　シリーズ15（第41、42回）

講
演
会
場
は
い
ず
れ
も
市
民
会
館
。
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。
入
場
無
料
。

午
後
１
時
か
ら
整
理
券
を
配
り
ま
す
。
南
海
電
鉄
後
援
。

写
真
／
葛
飾
北
斎
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』（
富
嶽
三
十
六
景
）
１
８
３
１
年
ご
ろ

美術界の大御所ら語る
絵の見方､アートの力 !

11、12 月のテーマは「生活の中の美」（全３回）。美術界の第一人者が絵やデ
ザインの見方・学び方、地域を元気にする美術の力について語ります。
問合　秘書広報課（市役所４階）

なつかしい泉大津を集めた写真集を発行します

　平成24年に市制施行70周年を迎えるにあたり、写真集
「写真で見る泉大津市の 70 年（仮称）」の発行と写真展を
企画しています。この写真集は、皆さんからご提供いただ
いた資料や本市所蔵の資料により作成する予定です。
　つきましては、明治・大正・昭和の泉大津市内における
施設、風景、生活、行事、人物、風俗、自然、気象、災害、
歴史事象などの写真や資料がありましたらご提供ください
ますようお願いいたします。
ご提供の方法
　泉大津市内の写真（紙焼きもしくはデジタルデータ）に、
できるだけ詳しい説明文（撮影した年代や場所など）を添
付し、持参または郵送でご提供ください。
　なお、お借りした現物の写真などについては、写真集発
行までに返却します。また、写真などをご提供いただいた
人には、掲載の有無に関わらず発行誌を１部贈呈します。

締切　平成24年３月31日㈯
その他（借用条件など）
①借用資料は借用書と引き換えに返却します
②写真は複写データを作成し教育委員会で保管します
③複写データは本市および教育委員会発行物に限り所有者
の許可なく使用します
④本市および教育委員会発行物掲載写真の転載依頼がある
場合は、教育委員会で許認可を行います

提供先・問合　〒595-8686　泉大津市役所　秘書広報課
宛てに郵送、もしくは秘書広報課窓口（市役所４階）へ

泉大津の古い写真を
探しています。

写
真
／
助
松
海
水
浴
場
（
市
勢
要
覧
昭
和
30

年
版
よ
り
）

3 広報いずみおおつ　平成23年11月号

蜷泉大津市マスコットキャラ募集／カルチャー・スコール／泉大津の古い写真を探しています
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虐待
お

　
10
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給

月
額
・
支
給
要
件
な
ど
が
変
わ
り
ま

し
た
。
受
給
対
象
か
ど
う
か
審
査
す

る
た
め
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
、

10
月
に
子
ど
も
手
当
の
申
請
書
を
送

り
ま
し
た
。
９
月
分
ま
で
子
ど
も
手

当
を
受
け
て
い
た
人
も
新
た
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書
が
届

い
て
い
な
い
人
は
児
童
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

　
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
（
原

則
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
父
か

母
・
養
育
者
が
対
象
）。
ま
た
、
子

ど
も
に
は
国
内
に
居
住
し
て
い
る
要

件
が
設
け
ら
れ
、
児
童
養
護
施
設
な

ど
に
子
ど
も
が
入
所
し
て
い
る
場
合

の
支
給
対
象
者
は
施
設
の
設
置
者
に

な
り
ま
す
。

　
離
婚
協
議
中
別
居
の
場
合
は
、
子

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
の
申
請
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
と

別
居
し
て
い
る
場
合
は
児
童
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
　
な
し

申
請
に
つ
い
て

　
申
請
締
切
日
は
11
月
22
日
㈫
で

す
。
締
切
日
以
降
の
申
請
は
、
２
月

定
期
振
り
込
み
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
24
年
３
月

末
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
10
月
分
か

ら
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
３
月
ま
た
は
４

月
の
振
り
込
み
予
定
で
す
。

※

10
月
以
降
に
出
産
や
転
出
し
た
人

は
、
出
生
日
や
転
出
予
定
日
か
ら
15

日
以
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
手
当

が
も
ら
え
な
い
月
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
い
た
申
請
書
に
記

入
・
押
印
し
、
請
求
者
の
健
康
保
険

証
の
写
し
、
請
求
者
名
義
の
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
の
写
し
）

を
お
持
ち
の
う
え
児
童
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
受
付
可
）。

申
請
状
況
に
よ
り
他
に
必
要
な
も
の

が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
求
者
と
は
、
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
父
母
の
場
合
、
子
ど
も
を
税

の
控
除
対
象
と
し
て
い
た
り
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
と
し
て
い
る
所
得
の

多
い
人
と
な
り
ま
す
。
公
務
員
の
人

は
勤
務
先
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

虐待かな？と思ったら
お電話ください

児童虐待から
子どもを
守ろう！

　全国の児童相談所が相談を受け対応した件数は、この 20
年連続で増え続け、平成 22 年度には５万 5,152 件となり
ました。児童虐待の要因はさまざまですが、親が子育ての
仕方が分からず、だれにも相談できずに結果として虐待を
してしまう場合もあります。
　児童虐待が重篤な状況になる前に、その子どもと家族に
早くから支援をしていく必要があります。
児童虐待とは
　親や親に代わる保護者が、子どもに対し次の行為をする
ことをいいます。
▷身体的虐待…子どもの身体に外傷が生じ、または生じる
おそれのある暴力を加えること
▷ネグレクト…子どもの心身の正常な発達を妨げるような
著しい減食、または長時間の放置。その他、保護者とし
ての監護を著しく怠ること。保護者以外の同居人による

虐待行為と同様の行為を保護者が放置すること。
▷性的虐待…子どもにわいせつな行為をすること、または
子どもにわいせつな行為をさせること
▷心理的虐待…子どもに対する著しい暴言または著しく拒
絶的な対応、子どもが同居する家庭で配偶者への暴力を
見せるなど子どもに著しい心理的外傷を与える言動を行
うこと

児童虐待かな？と思ったらお電話をください
　本市では、子どもに関わる福祉、保健、教育、医療、警
察などの機関からなるネットワークで、虐待の防止に取り
組んでいます。「もしかして虐待？」と思ったら、次の機関
にすぐお電話を。通告者の秘密は厳守いたします。
①泉大津市児童虐待防止ネットワーク事務局（児童福祉課
☎33・1131　午前８時45分～午後５時15分）
②大阪府岸和田子ども家庭センター（午前９時～午後５時
45 分　☎072・441・0125　夜 間・休 日 は☎072・
295・8737）
③大阪府警察チャイルド・レスキュー 110 番（365 日 24
時間受付　☎06・6943・7076）
④児童相談所全国共通ダイヤル（365 日 24 時間受付　☎
0570・064・000）

■ 子ども手当支給月額など
対象となる子ども
0～3歳未満（一律）
3歳～小学校修了前
（第１子・第２子）
3歳～小学校修了前
（第３子以降）
中学生（一律）

支給月額
1万5,000円

1万円
な し 必 要

1万円

1万5,000円

所得制限 新規申請

【お詫びと訂正】広報いずみおおつ 10 月号４ページのその１「子ども手当
が変わります。」の記事について、「10 月分からの子ども手当支給月額など」
の表に誤りがありました。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。
（誤）３歳～小学校就学前　→　（正）３歳～小学校修了前

子
ど
も
手
当
の
申
請
を

お
忘
れ
な
く
！

申
請
の
締
切
は

11
月
22
日
で
す

11 月は児童虐待防止推進月間です

5
5

9
8
7

9
0

料
金
受
取
人
払

泉
大
津
支
店

承
　
　
   認

59
差
出
有
効
期
間

平
成
23年

11月
30日
ま
で

切
手
を
は
ら
ず
に

お
出
し
くだ
さ
い
。

泉大津市東雲町９ ー 12

（山折り②）

（山折り①）

泉大津市役所　秘書広報課 行

広報紙・ホームページについてのアンケートに
ご協力をお願いします。

アンケート回答・送付方法

（
切
り
取
り
線
→
）

よりよい広報づくりのため、皆さんのご意見をお聞かせください！

　本市では、市政に関する情報を市民の皆さんに知っていただくために、広報紙・ホームページ
などを利用し、広報活動を行っています。
　このたび、より見やすく、わかりやすく、市民目線に立った広報活動を行うため、市民の皆さ
んにこれらの広報媒体についての率直なご意見をお聞きし、今後の広報紙づくり、ホームページ
づくりの参考としたいと考えています。
　つきましては、裏面のアンケートにご協力くださいますよう、お願い申し上げます。
問合　秘書広報課（市役所４階）
　

アンケート締切＝11月25日㈮（当日消印有効）

● 裏面のアンケートにご記入ください。

● このページを切り取ってください。

● 郵送　または　FAXで秘書広報課へ送付ください。
▷郵送…この面の「山折り線」にしたがい、「山折り①」→「山折り②」の順に折ります。裏面の「のりしろ」
にのりを貼っていただき、封筒を作り、切手を貼らずにそのままポストへご投函ください。

▷FAX…裏面（アンケート面）のみを、秘書広報課宛（薨 21・0412）に送信してください。

5 広報いずみおおつ　平成23年11月号



広報紙・ホームページについてのアンケート

FAX：0725－21－0412 （泉大津市 秘書広報課 宛）

　市民の皆さんに、広報紙に対してより関心をもっていただ
くため、また読んでためになる、読みたいと思ってもらえる
紙面作りを目指し、アンケート調査を行うものです。当ては
まるものに○印をつけてください。

● 問１.　現在の「広報いずみおおつ」で楽しみにしている（よ
く読んでいる）記事は？　（複数回答可）

● 問 2.　現在の「広報いずみおおつ」で不要だと思う（縮小
してもよいと思う）記事は？　問 1 の①～⑨でお選びいただ
き、番号をお書きください。⑨の場合はその内容をお書きくだ
さい。　（複数回答可）

● 問 3.　「広報いずみおおつ」で読みたい（取り上げてほし
い／不足していると感じる）記事は？　（複数回答可）

● 問 4.　広報紙に求めるものは何ですか。要望や改善すべき
点など、ご意見をお書きください。（自由回答）

　皆さんがどのような情報を必要としているか、また、より
わかりやすいサイトを目指しアンケート調査を行うものです。
当てはまるものに○印をつけてください。

● 問 1.　本市のホームページをどの程度ご利用になっていま
すか。

● 問 2.　主にどのような情報を見るためにホームページを利
用していますか。　（複数回答可）

● 問 3.　ホームページ内の情報はどのように探しますか。

● 問4.　問3で①～④と答えられた方にお尋ねします。ホー
ムページの情報は探しやすいですか。

●問 5.　問 4 で③、④と答えられた方にお尋ねします。それ
はどのような情報ですか。（自由回答）

●問 6.　ホームページのトップにある６つのメニュー（「暮
らし・募集案内」「健康と福祉」「子どもの成長・教育」「高齢者・
障がい者福祉」「まちづくりと住まい」「市民の声」）について、
これらより優先順位が高いと思われる種類の情報（トップペー
ジに表示させるべき情報）がありましたら、お書きください。
（自由回答）
　例：「市政情報」「イベント情報」など

①コラム・にんげん　②図書館だより　③消費生活相談室　
④文化財へのいざない　⑤市長のうごき　⑥健康のページ　
⑦エンジョイ！SPORTS　⑧おおつ物語
⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①市政情報（市政の動向・予算）　②各種手続き（住民票、
戸籍など）　③子育て・教育　④ごみ、生活環境　⑤水道　
⑥税金　⑦保険・年金　⑧危機管理・防災　⑨職員などの募
集　⑩市のイベント・講座　⑪公共施設・公園　⑫医療・福
祉　⑬まちづくり
⑭その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①トップページから（「暮らし・募集案内」「子どもの成長・
教育」などのメニューから）
②サイト内検索を利用
③サイトマップから
④トピックス、新着情報から
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①探しやすい　
②どちらかといえば探しやすい
③どちらかといえば探しにくい
④探しにくい①高齢者福祉　②障がい者福祉　③子育て情報　④健康推進

（健康診断など）　⑤国民健康保険・国民年金　⑥環境・ごみ
⑦市のイベント情報　⑧市の施策・予算・決算　
⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①ほぼ毎日
②週に数回程度　
③知りたい情報があるときだけ利用する　
④ほとんど利用しない　
⑤利用したことがない

性別　【　男性　／　女性　】
年齢　【　20歳未満　／　20歳代　／　30歳代　／　40歳代　／　50歳代　／　60歳代　／　70歳代　／　80歳以上　】

泉大津市の「広報紙」についてのアンケート

のりしろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

● 回答いただく人について、当てはまるものに○印をつけてください。

泉大津市の「ホームページ」についてのアンケート

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

FAX の場合はこの面を
送信してください。

　
市
で
は
、
本
市
や
大
阪
府
の
関
係

機
関
な
ど
が
受
け
入
れ
主
体
で
あ
る

外
国
人
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
家
庭
や
、
交
流
事
業
で
の

通
訳
・
日
本
文
化
の
紹
介
・
各
所
の

案
内
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
人
に
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る

「
泉
州
国
際
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
２
」
に
出
場
す
る
本

市
海
外
友
好
都
市
な
ど
の
ラ
ン
ナ
ー

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
内
容

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　
一
定
期
間
外
国

の
人
を
家
庭
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
宿
泊
あ
り
）。

▽
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
　
外
国
人

を
家
庭
に
招
待
し
て
い
た
だ

き
ま
す
（
宿
泊
な
し
）。

▽
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
各
種

交
流
事
業
で
の
通
訳
や
翻
訳

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

日
本
文
化
の
紹
介
や
各
所
の

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
込
方
法

　「
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
申
込
書
」
を
企
画
調
整
課

へ
提
出
。
申
込
書
は
企
画
調
整

課
で
配
布
、
も
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所

４
階
）

将来有望な個人・団体に奨学金を交付フカキ夢・人づくり賞を
公募します

　市では、「平成 23 年度フカキ夢・ひとづくり賞」を公募
します。この賞は、本市の発展につながる人材の育成を目
的とした賞で、さまざまな分野において活躍され、さらに
今後の成長が期待できる個人や団体に奨学資金を交付する
ものです。なお、この賞は、深喜人材育成基金（※）を基
礎として実施しています。
●奨励部門
①産業部門…デザイン、ファッションの創作活動や地場産
業の振興発展などの分野
②文化部門…文化、芸術の創作活動や伝統芸能などの継承
発展の実践、その他文化活動の分野
③学術部門…学術、語学などの修得を極める分野
④スポーツ部門…スポーツ技術の向上や振興などの分野
⑤社会部門…日常の活動を通して、市民生活の向上発展に
寄与する分野
⑥環境部門…日常の活動を通して、環境の保全や創造に寄
与する分野
⑦その他の部門…前記のほか市長が適当と認める分野
●対象者

　前記の奨励部門において顕著な活動成果を挙げ、今後そ
の分野で専門的な活動を志し、将来の活躍が期待できると
認められる人や団体。個人については市内在住または在勤
であること。団体については、市内に活動の拠点があること。
●奨学資金の額　
　▷個人…１人50万円以内　▷団体…１団体100万円
●審査方法
　学識経験者を含めた審査委員会で提出書類を審査し決定
●応募方法
　申請書類に必要事項を記入のうえ、企画調整課へ提出。
申請書類は企画調整課にあります。また、市ホームページ
でダウンロードすることもできます。
●受付期間　11月１日㈫～30日㈬
問合　企画調整課（市役所４階）

●日本のことを改めて考えるきっかけに
平塚義治さん（尾井千原町）

　我が家は一軒家ではなくマンションだったので、
がっかりされるんじゃないかと心配しましたが、逆
に新鮮に感じてもらえたみたいでホッとしました。
会話は単語をならべた英語とジェスチャー、辞書や
パソコンを使って何とかという感じでしたが、最後
は笑顔と根性で乗り越えたという感じでした。
　お迎えしたデビッドさんは本当に優しい方で、お
互いの子どもの年齢が近いということもあり、子どもたちの話をたくさんして楽しい時間
を過ごしました。時間のあるときは観光にも行ったりしましたが、日本のことを学ぼうと
する姿に感動したし、逆に私たちにも日本のことを改めて考える時間を与えてもらえた気
がします。

●大津川で豪州のスポーツを楽しんでいたら…!?
小西早織さん（板原町）

　あっという間の１週間でした。会話に慣れてき
たころ、ベリンダさん、デビッドさん、近所の子
どもたちも誘い、みんなで大津川へ行き、AFL（オー
ストラリアのスポーツ）をやろうと、冷たい風が
吹くなか行きました。子どもたちは外国の人と一
緒に遊ぶのに喜び大はしゃぎ。しかし次の日の大
会当日、二人は風邪をひき、えらいことに。少しでも二人を励ましてあげたいと思い、沿
道でオーストラリア国旗を振って大声援でアピール。結果は二人ともよかったのが幸いで
した。
　私たちにとってたくさん得るものがあった、楽しくて濃厚な１週間でした。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
体
験
レ
ポ
ー
ト

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
な
ど
を
通
じ
、
外
国
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

※「深喜人材育成基金」とは、深喜毛織株式会社の寄附金を基礎として、市
民または本市に縁故の深い者で、本市産業の振興、文化、学術およびスポー
ツなどの分野において、専門的な活動を志す者または将来の活躍が期待でき
る者に対し、その人材の育成を図る奨学資金の交付に充てるため、または広
く人材の育成を図る事業に要する費用に充てるため設置された基金です。
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食と運動・健康応援講座

緊急物資の
海上輸送が可能に
緊急物資の
海上輸送が可能に

食と運動・健康応援講座
栄
養
士
手
作
り
の

お
べ
ん
と
う
も

い
た
だ
き
ま
す
！

過去の
講座参加者の声

健康な生活習慣を身につけるため、「食」と「運動」の両面からサポートします！

万一の災害に備え、大型貨物船の定期航路をもつ運輸会社と
「災害時における応援に関する協定」を締結

　いつまでも若々しく健康でいるためには、バランスのよい食と運
動は欠かせません。市では今年も、健康な生活習慣を見直すきっか
け作りのために、「食と運動・健康応援講座」を年4回実施します。
　テーマ別講義と栄養士の手作り弁当を食べて学ぶ「食と講義編」、
スポーツ教室指導員による「運動編」の2日間コースとなっており、
次回のテーマは「美・ダイエット　いろは講座」です。詳しくは下
記をご参照ください。
日時　①食と講義編…11月29日㈫　午前10時～午後1時
　　　②運動編…12月6日㈫　午前9時30分～11時30分
場所　①保健センター　②総合体育館
対象　食生活、運動習慣に関心のある市民で、２日間とも受講可能
な人　※お子さんの参加はご遠慮願います
定員　先着30人
参加費 500円（教材、資料代）
申込　11 月 10 日㈭から保健センター窓
口または電話にて
問合　保健センター（☎33・8181）
　なお、今年度は、3 月にも予定してい
ます。詳しくは広報紙平成 24 年 2 月号
をご覧ください。

栄養士の手作り弁当（イメージ）
お弁当に使用する食材は、すべて近商ストア泉大津店から
市民の皆さんの健康に役立てればというご好意により、無
償で提供いただいています

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
本
市
で
は
近
い
将
来
の
大
規
模

災
害
に
備
え
る
た
め
、
10
月
17
日
に

市
町
村
広
域
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

盟
市
で
あ
る
宮
崎
県
日
向
市
と
、
日

向
市
に
本
社
を
置
く
八
興
運
輸
㈱
と

災
害
時
に
お
け
る
応
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
日
向
市
と
本
市
と
の
間

に
貨
物
な
ど
を
大
量
に
輸
送
で
き
る

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ（
ロ
ー
ロ
ー
）
船
の
定
期

航
路
（
週
に
３
便
）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
被
災
し
た
市
民
向
け
の
救
援

物
資
な
ど
貨
物
で
の
大
量
の
緊
急
輸

送
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
社
が
あ
る
日
向
市
と
の
間
で
検
討

を
進
め
、
今
回
の
締
結
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
こ
の
締
結
に
よ
り
、
道
路
な
ど
の

陸
路
寸
断
と
い
っ
た
緊
急
時
も
、
海

上
輸
送
に
よ
っ
て
半
日
程
度
で
大
量

の
救
援
物
資
な
ど
の
輸
送
が
可
能
に

な
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
、
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

他
の
自
治
体
や
民
間
企
業
と
の
協
力

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
合
　
危
機
管
理
課
（
市
役
所
４
階
）

体で実感、
舌でも実感で、
勉強になった！

あまり強い運動
ではないのに、
全身が

心地いいです。

栄養満点で
おいしい昼食をい
ただける機会は
ほとんど
ありません！

汗をかいて
気分が明るく
なった！

教室のようす

計２日間の
プログラムです！
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12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

ま
た
、
12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
こ
の
一
週
間
を
中
心
に

人
権
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
街
頭
啓
発
や
人
権
問
題
を

考
え
る
市
民
の
集
い
、
人
権
啓
発
作

品
展
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
特
設
人
権

相
談
所
も
開
設
し
ま
す
。

●
人
権
啓
発
作
品
展

内
容
　
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
図
画

日
時
　
12
月
１
日
㈭
〜
８
日
㈭
　
午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

●
人
権
啓
発
作
品
展
作
品
募
集

募
集
作
品
　
標
語
（
は
が
き
）・
ポ

ス
タ
ー
・
図
画
〈
サ
イ
ズ
自
由
〉

　
優
秀
作
品
は
人
権
啓
発
作
品
展
で

展
示
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
　
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、〒
５

９
５
ー
８
６
８
６
　
世
界
人
権
宣
言

泉
大
津
連
絡
会
事
務
局
（
人
権
啓
発

課
）
へ

●
人
権
街
頭
啓
発

日
時
　
12
月
１
日
㈭
　
①
午
前
８
時

　
②
午
前
10
時
30
分

場
所
　
①
泉
大
津
駅
前
・
北
助
松
駅

前
　
②
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中
店

●
人
権
問
題
を
考
え
る
市
民
の
集
い

内
容
　
▽
コ
ン
サ
ー
ト
「
響
け
　
韓

国
の
心
　
韓
国
伝
統
芸
能
」
〜
韓
国

舞
踊
＆
人
権
ト
ー
ク
〜
（
出
演…

呂

英
華
（
ヨ
　
ヨ
ン
フ
ァ
）
芸
術
院
）

▽
韓
国
舞
踊
「
宮
廷
舞
踊
」「
民
族

舞
踊
」の
美
　
扇
の
舞（
プ
チ
ュ
チ
ュ

ン
）、
巫
女
の
舞
（
ム
ダ
ン
チ
ュ
ン
）、

教
坊
打
鼓
舞
（
キ
ョ
バ
ン
ダ
コ
ム
）

な
ど
　

日
時
　
12
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

定
員
　
先
着
１
５
０
人

申
込
　
11
月
７
日
㈪
か
ら
22
日
㈫
ま

で
に
、
人
権
啓
発
課
へ
電
話
で
申
し

込
み
（
先
着
順
）。
一
時
保
育
を
希

望
す
る
人
は
申
し
込
み
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
☎
33
・
９
２

０
８
）

●
特
設
人
権
相
談
所

　
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時
・
場
所
　
▽
12
月
１
日
㈭

…

北
公
民
館
　
▽
12
月
２
日
㈮…

南

公
民
館
　
▽
12
月
６
日
㈫…

男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
（
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン
）　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
３
時

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）

【
人
権
問
題
で
困
っ
た
ら

人
権
擁
護
委
員
へ
】

　
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
次
の
６
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
市
役
所
で
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
・
場
所
　
第
２
・
３
・
４
水

曜
日
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
に

て
（
た
だ
し
、
12
月
は
特
設
人
権
相

談
所
開
設
の
た
め
第
２
水
曜
日
）

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

▽
藤
原
洋
子
（
千
原
町
２
ー
17
ー
６

☎
32
・
０
１
９
５
）　
▽
初
田
峰
子

（
戎
町
２
ー
29
　
☎
21
・
５
２
４
１
）

▽
花
野
晃
一
（
虫
取
町
１
ー
９
ー
６

☎
32
・
１
６
５
６
）　
▽
濱
田
秋
一

（
助
松
町
１
ー
14
ー
25
　
☎
32
・
４

５
７
６
）　
▽
辻
川
雅
子
（
楠
町
東

２
ー
34
　
☎
21
・
０
２
７
０
）　
▽

竿
下
利
和
（
松
之
浜
町
２
ー
32
ー
19

☎
32
・
８
９
８
９
）

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）

●
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
相
談

に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
中(

11
月
12
日
〜
25
日
）
の
強

化
週
間
と
し
て
、
次
の
日
時
に
全
国

一
斉
相
談
日
を
開
設
し
専
門
の
相
談

員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
電
話

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
　 

▽
月
〜
金
曜
日…

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
　
▽
土
・
日
曜
日…

 

午

前
10
時
〜
午
後
５
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
全
国
統

一
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０
・
０
７

０
・
８
１
０

問
合
　
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
（
☎
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４

９
２
）

　拉致問題や、その他北朝鮮当局による人権侵害問題についての
関心と認識を深めることを目的として、毎年 12 月 10 日から 16
日までの一週間を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と定めています。
これに関連し、市では次のとおり写真・パネル展を開催します。
日時　12月９日㈮～16日㈮　午前８時45分～午後５時15分
場所　市役所１階市民ロビー
問合　人権啓発課（市役所１階１番窓口）

人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。12/10 は

人権デー
です。

拉致被害者救出運動写真・パネル展
《12/10～16は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間です》
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ド
ア
の
こ
じ
開
け
や
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
車
内
の
バ
ッ
グ
、
現
金
な
ど

を
盗
む「
車
上
ね
ら
い
」や
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
な
ど
を
盗
む
「
部
品
ね
ら

い
」
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
中
の
府

で
の
認
知
件
数
は
と
も
に
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
で
、
合
計
２
万
７
８
９
６
件

で
し
た
。

    

今
年
上
半
期
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

が
続
い
て
お
り
、「
車
上
ね
ら
い
」「
部

品
ね
ら
い
」
は
府
内
で
１
日
に
70
件

近
く
発
生 
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
の
盗

難
被
害
が
車
上
・
部
品
ね
ら
い
の
約

37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ

の
盗
難
被
害
に
遭
う
と
、
窓
ガ
ラ
ス

な
ど
の
修
理
費
用
も
含
め
て
約
70
万

円
の
損
害
が
発
生
し
ま
す
。

カ
ー
ナ
ビ
を
守
る
た
め
に

▽
カ
ー
ナ
ビ
に
は
盗
難
防
止
ネ
ジ
を

付
け
る

▽
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
の
カ
ー
ナ
ビ
は
持

ち
出
す

▽
盗
難
抑
止
機
能
が
付
い
た
カ
ー
ナ

ビ
を
選
ぶ

　 「
車
上
ね
ら
い
」
の
犯
人
は
、
車

の
中
に
金
目
の
も
の
が
な
い
か
物
色

し
て
い
ま
す
。
短
時
間
で
も
車
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
施
錠
を
し
て
、

バ
ッ
グ
や
現
金
な
ど
を
車
内
に
置
い

た
ま
ま
に
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
車
内

を
か
ら
っ
ぽ
に
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　「
部
品
ね
ら
い
」
の
中
で
約
３
〜

４
割
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難

被
害
で
す
。
盗
ま
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
別
の
車
に
取
り
付
け
ら
れ

る
な
ど
、
他
の
犯
罪
行
為
に
利
用
さ

れ
、
新
た
な
犯
罪
被
害
を
生
み
ま
す
。

　
当
然
、
被
害
者
も
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
再
発
行
な
ど
煩
雑
な
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
盗
難
防
止
に
最
も
有
効
な
の
が

「
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ネ

ジ
」
で
す
。
最
近
で
は
、
安
価
で
自

分
で
も
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る
も

の
が
カ
ー
用
品
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
を
！

　
平
成
22
年
の
府
内
全
体
の
自
転
車

盗
は
３
万
６
２
９
４
件
（
前
年
は
４

万
２
２
２
０
件
）
で
、
街
頭
犯
罪
の

４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
半
数
の
自
転
車
が
施
錠
な
し
で
盗

ま
れ
て
い
ま
す
。

●
自
転
車
盗
の
被
害
を
防
ぐ
に
は

▽
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
駐
輪
す
る

▽
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
短

時
間
で
も
必
ず
鍵
を
か
け
る

▽
シ
リ
ン
ダ
ー
キ
ー
な
ど
、
丈
夫
な

鍵
を
２
個
以
上
付
け
る

●
防
犯
登
録
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
登
録
は
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す

▽
防
犯
登
録
を
す
れ
ば
、
盗
難
被
害

時
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す

▽
防
犯
登
録
の
お
問
合
せ
は
、
大
阪

府
自
転
車
商
防
犯
協
力
会
（
☎ 

０
６
・
６
６
２
９
・
０
７
５
０
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

　bouhankun.com
/

）

問
合
　
府
治
安
対
策
課
（
☎
０
６
・

６
９
４
４
・
７
５
０
６
）

「車上ねらい」「部品狙い」
大阪の被害数は
全国ワースト１

自転車の
防犯登録を
忘れずに！

「
ち
ょ
っ
と
し
た
防
犯
意
識
」
が

車
を
被
害
か
ら
守
り
ま
す

自
転
車
盗
の
被
害
に
も

ご
注
意
を
！

車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い
の

発
生
状
況

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止

に
は
「
盗
難
防
止
ネ
ジ
」
取
り

付
け
が
最
も
効
果
的
！

特
に
カ
ー
ナ
ビ
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　府の平成 22 年の街頭犯罪件数は７万 9,864 件で、地域の
ボランティアの皆さんのご協力もあり、平成 11 年以来、11
年ぶりに全国ワースト１を返上できました。
　また、ひったくりも昭和 50 年以来 35 年ぶりにワースト１
を返上しました。
　しかしながら、車上ねらい、部品ねらい、路上強盗、オー
トバイ盗は依然ワースト１となっています。また、街頭犯罪
のうち、車上ねらい、部品ねらい、自転車盗で約 80％を占め
ています。
　皆さんが防犯意識をもって行動すると、街頭犯罪は防げま
すので、一人ひとりが力を合わせて安全・安心なまちをつく
りましょう。
問合　府治安対策課（☎06・6944・7506）

街頭犯罪件数
全国ワーストワン返上！
防犯ボランティアの皆さんご協力ありがとうございます
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全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
毎
年
11
月
９
日

〜
15
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災

予
防
思
想
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
な
ど
に
強
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
意

識
を
持
ち
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

延
焼
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

つ
い
て
ま
す
か
？住

宅
用
火
災
警
報
器

家
族
全
員
の
命
を
守
る
た
め
、

早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の

約
９
割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
死
者
数
の
約
６
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
今
後

も
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
人
の
約
６
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
で
す
。「
逃
げ
遅
れ
」

そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
発
見
の
遅
れ
」

で
す
。

　
日
本
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
普
及
率
が
58
・
４
％
（
平
成
22

年
６
月
）
か
ら
、
71
・
１
％
（
平
成

23
年
６
月
）
へ
と
徐
々
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。
設
置
し
て
い
な
い
人
は

早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
　
消
防
本
部
予
防
係
（
☎
21
・

０
１
１
９
）

11
月
９
日
か
ら
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
！

「
消
し
た
は
ず
　

　
決
め
つ
け
な
い
で
　

　
　
　
　  

も
う
一
度
」

泉州がん拠点病院
合同講習会

寝たばこは

絶対禁止！

平成23年度の
統一標語はコチラ

市の市立病院を含む、泉州地域の「がん拠点病院」
による合同講演会を実施します。
　がん拠点病院としての活動をお伝えするととも

に、医師として、家族としてがん闘病をする患者を支えた
人からの体験談を聴くなどし、患者家族の皆さんに病気と
の向き合い方について考える機会としていただくことを目
的としています。
　参加は無料です。駐車場を利用する場合は駐車料金がか
かります。

日時　11月19日㈯　午前10時～正午
場所　市立岸和田市民病院３階講堂
定員　先着250人
申込　市立病院地域医療連携室へ
プログラム
①がん拠点病院の活動紹介…医師・川島正裕氏（市立岸和
田市民病院呼吸器外科部長・がん診療推進委員会がん相
談部会長）
②講演「がんと共に生きる～医師として、家族として～」
…医師・仲谷憲氏（りんくう総合医療センター麻酔科部長）
③質疑応答
④落語会…落語家・桂そうば氏
問合　市立病院地域医療連携室（☎32・5622）

本

11
／
19
㈯

開
催

を開催します。

11 広報いずみおおつ　平成23年11月号

蜷車上ねらいなどに注意／秋の全国火災予防運動／泉州がん拠点病院 合同講習会



歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

イベント

歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

♬
今
年
も
海
へ
行
く
っ
て

約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
　
会
い
た
い…

　
沢
田
知
可
子
さ
ん
が
テ
ク
ス
ピ
ア

ホ
ー
ル
に
や
っ
て
く
る
。

　
１
９
８
７
年
デ
ビ
ュ
ー
、
１
９
９

０
年
に
「
会
い
た
い
」
が
ミ
リ
オ
ン

セ
ラ
ー
と
な
り
、
１
９
９
１
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場
。
現
在
、「
魂

を
癒
す
ヴ
ォ
イ
ス
ヒ
ー
リ
ン
グ
」「
生

き
る
力
」「
絆
を
育
て
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
で
「
歌
セ
ラ
ピ
ー
ラ
イ

ブ
」
を
展
開
中
の
同
氏
が
、「
コ
コ

ロ
と
カ
ラ
ダ
に
優
し
い
歌
薬
」
と
題

し
て
、
歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
開

場
（
午
後
１
時
30
分
開
演
）

場
所
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
　
多

目
的
ホ
ー
ル

定
員
　
先
着
５
０
０
人
（
定
員
を
超

え
た
時
点
で
入
場
を
お
断
り
し
ま

す
）

費
用
　
無
料

申
込
　
不
要

　
な
お
、
一
時
保
育
に
つ
い
て
は
11

月
21
日
㈪
か
ら
30
日
㈬
ま
で
に
高
齢

介
護
課
・
高
齢
福
祉
係
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
１
歳
６
か
月
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
、
先
着
10
人
ま

で
お
預
か
り
し
ま
す
。

問
合
　
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

（
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
）

歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
心
の
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に

歌
で
癒
し
の
時
間
を
お
届
け
し
ま
す

イベント

ミリオンセラーの大
ヒットソング「会いた
い」でおなじみの沢田
知可子さん

泉
大
津
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

「
毛
布
謝
恩
セ
ー
ル
」
の
よ
う
す

特産品の毛布・ニットがお求めやすい価格で勢ぞろい！
例年、近畿一円から多くの人が訪れる人気イベントです。

■ 毛布謝恩セール（11/5㈯、6㈰）
日時　11月５日㈯、６日㈰　午前９時～午後４時
場所　泉大津駅東ロータリー（アルザ）
内容　毛布類の販売
問合　日本毛布工業組合（☎33・4185）
■ ニット謝恩セール（11/6㈰）
日時　11月６日㈰　午前９時～午後４時
場所　テクスピア大阪
内容　秋・冬物ニット製品の販売
問合　泉州ニット協同組合（☎31・4481）

■ 商連わいわいフェスタ（11/5㈯、6㈰）
日時　▷11 月５日㈯　午前 10 時～午後４時　▷６日㈰　
午前10時～午後３時

場所　中央商店街周辺（５日のみ）、北助松商店街周辺（６
日のみ）
内容　▷中央商店街…ガラス工芸体験コーナー、飲食ゾー
ン（模擬店）、パフォーマンス（手品ほか）　▷北助松商店街
…飲食ゾーン（模擬店）、カラオケ、ビンゴゲーム、ブラス
バンド演奏ほか
問合　泉大津市商店連合会（☎32・6496）

■ 産業フェア・エコフェア（11/5㈯）
日時　11月５日㈯　午前10時～午後３時
場所　テクスピア大阪
内容　市内事業所商品の展示即売、エコ関連事業・商品の
展示販売
問合　泉大津商工会議所、泉大津商工会議所青年部（☎
23・1111）

■ 農業まつり（11/20㈰）
日時　11月20日㈰　午前９時20分～午後３時（雨天決行）
場所　池上曽根史跡公園
内容　新鮮野菜即売や農作物加工食料品の即売、貫頭衣コ
ンテスト、お楽しみ抽選会など
問合　ＪＡいずみの営農経済部営農指導課（☎072・444・
8001）

■ 貫頭衣デザインコンテスト　入賞作品発表（11/20㈰）
　貫頭衣デザインコンテストに多数の作品が寄せられ、い
ずみの農業協同組合が実施する農業まつりの中で、入賞作
品を発表し、同時にファッションショーを行います。ぜひ
ご来場し、観覧してください。
日時　11月 20日㈰　午前９時50分～ 10時 20分（雨天
決行）
場所　池上曽根史跡公園
問合　産業政策課（市役所１階２番窓口）

11 月に開催さ
れる注目イベン
ト情報です！
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男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

「
一
期
一
会
」
を
大
切
に

る
日
、
突
然
、

一
枚
の
は
が
き

が
届
き
、
差
出

人
は
知
人
の
妻
だ
っ
た
の
で
、

胸
騒
ぎ
を
覚
え
ま
し
た
。
内

容
は
知
人
の
死
を
知
ら
せ
る

も
の
で
し
た
。
わ
た
し
は
、

そ
の
知
ら
せ
が
信
じ
ら
れ
ず

呆
然
と
は
が
き
を
見
て
い
る

だ
け
で
し
た
。
あ
の
健
康
で

明
る
く
、
意
志
が
強
く
、
職

場
に
お
い
て
も
自
身
の
意
見

を
は
っ
き
り
言
う
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
あ
っ
た
彼
が
な
ぜ

突
然
亡
く
な
っ
た
の
か
。

彼
と
は
、
あ
る
職
場
で
た

ま
た
ま
１
年
だ
け
い
っ
し
ょ

に
働
く
こ
と
に
な
り
、
同
年

齢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

と
く
に
楽
し
く
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
の
付
き
合
い
は
年
賀
状
の

や
り
取
り
と
、
年
に
一
度
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
を
訪
ね
、
近

況
報
告
を
す
る
程
度
で
し
た
。

そ
の
間
、
病
気
が
ち
だ
と
か
、

生
活
に
変
化
が
あ
っ
た
と
か

は
一
度
も
聞
く
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
も
う
少
し
親
し
い
付
き

合
い
を
し
た
い
と
願
っ
て
い

た
矢
先
で
し
た
の
で
、
わ
た

し
は
彼
の
死
の
知
ら
せ
に
強

い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

訃
報
に
は
、
突
然
亡
く
な

っ
た
理
由
に
つ
い
て
一
切
触

れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
確
か

め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
現
実

で
あ
り
、
そ
の
事
実
だ
け
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
彼

と
の
短
い
思
い
出
を
大
切
に

生
き
て
行
こ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
一
生
に
一
度
し
か

会
う
機
会
が
な
い
よ
う
な
縁
、

い
わ
ゆ
る
「
一
期
一
会
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

人
と
の
出
会
い
は
大
切
に
し

な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
経
験
で
し
た
。
ま

さ
か
、
あ
の
人
が
亡
く
な
る

な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
実
な
の
で
す
。

命
が
大
切
な
の
は
、
だ
れ

で
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
命

と
命
が
か
か
わ
っ
て
社
会
が

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
々
の
生
活
で
は
こ
の
点
を

忘
れ
去
っ
て
し
ま
い
、
後
に

か
け
が
え
の
な
い
人
の
死
に

よ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
、
辛
い

思
い
を
す
る
も
の
で
す
。
今

回
の
わ
た
し
の
よ
う
な
経
験

を
し
た
人
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
人
は
一
人
で
生
き

て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
と

人
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

自
身
の
命
は
、
自
分
ひ
と
り

の
も
の
で
は
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
人
の
命
も
同

様
に
大
切
だ
と
考
え
、「
一
期

一
会
」
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

あ

パープルリボンは女性に対する
暴力根絶を表わします

暴力はその対象の性別、加害者・被害者の間柄を問わ
ず、決して許されるものではありません。とくに配偶者
などからの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクハラ、
ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を
著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成す
る上で克服すべき重要な課題です。
暴力はいかなる理由があっても振るう側が悪いので

す。相手が「被害者のせい」とか「被害者のため」など
の理由をつけても、悪いのは暴力を振るった側なのです。
しかし、暴力を受け続けている被害者には伝わりにくい
のが現状です。どうか、周りの人が気付いて伝えてあげ
てください。「決してあなたが悪いのではない」と。
～恋人との関係で窮屈な思いを感じているあなたへ～

彼は「愛」という名をかたり、あなたを束縛している
可能性があります。束縛も暴力です。あなたの生き方を
決めるのはあなたです。暴力に対しはっきり「NO！」
を宣言しましょう。
内閣府は毎年11月12日から25日を「女性に対する

暴力をなくす運動」期間と定めています。市でもその運
動の一環として、民間支援団体の代表者の話を聞く会
「被害者とともに歩み続けて」の開催や、市民の皆さん
にシンボルマークであるパープルリボンをツリーにはり
付けてもらう「パープルリボンの花をいっぱい咲かせま
しょう！」や、手作りパープルリボンバッジで「女性に
対する暴力根絶の意志をアピールしよう！」などの事業
を開催いたします。詳しくは人権啓発課へ。
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

は
通
信
販
売
の
一
種
で
す
。
通
信
販

売
は「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

広
告
表
示
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
広
告
表
示
事
項

「
商
品
の
価
格
」「
送
料
」「
商
品

の
価
格
・
送
料
以
外
に
負
担
す
べ
き

内
容
お
よ
び
金
額
」「
代
金
の
支
払

い
時
期
お
よ
び
方
法
」「
商
品
の
引

き
渡
し
時
期
」「
返
品
特
約
に
関
す

る
事
項
」「
事
業
者
の
氏
名
ま
た
は

名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
、
代
表
者

氏
名
ま
た
は
責
任
者
名
」
な
ど
。

◇
返
品
特
約

広
告
に
、
返
品
で
き
る
か
ど
う
か

や
条
件
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、「
商
品
到
着
後
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
を
う
け
た
ま

わ
り
ま
す
」「
こ
の
商
品
に
つ
い
て

は
返
品
を
お
断
り
し
ま
す
」「
商
品

に
不
具
合
が
な
け
れ
ば
返
品
に
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
な
ど
で
す
。

返
品
の
可
否
や
条
件
が
表
示
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
商
品
が
届
い
て
か

ら
８
日
間
の
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
返
品
費
用
（
送
料
）

は
購
入
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
個
人
間
売
買
の
場
合
に
は
法
律
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
自
己
責
任
が

求
め
ら
れ
る
取
り
引
き
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
利
用

の
際
の
注
意
点
】

①
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ク
な
ど
を
参
考

に
信
頼
の
お
け
る
事
業
者
を
選
ぶ

※
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ク
と
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

に
㈳
日
本
通
信
販
売
協
会
が
事
業

者
の
実
在
を
確
か
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
表
示
が
法
令
な
ど
を
守
っ

て
い
る
か
を
審
査
し
、
マ
ー
ク
の

使
用
を
許
可
し
て
い
る
も
の
。
た

だ
し
、
商
品
の
品
質
や
内
容
、
事

業
者
の
経
営
内
容
な
ど
を
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
際
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
運
営
業
者
が
発
信
す
る
ト
ラ
ブ

ル
情
報
を
確
認
し
、
エ
ス
ク
ロ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
す
る

※
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
品

物
と
代
金
の
受
け
渡
し
を
第
三
者

企
業
が
行
う
も
の
で
す
。（
落
札

者
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
に
代
金

を
入
金→

落
札
者
が
商
品
を
確
認

→

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
が
出
品
者

に
代
金
を
払
う
）

③
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
が

わ
か
ら
な
い
サ
イ
ト
で
は
買
い
物

を
し
な
い
。
固
定
電
話
な
ど
で
、

業
者
が
実
在
す
る
か
ど
う
か
確
認

す
る

④
代
金
の
前
払
い
は
さ
け
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
決
済
の
場

合
、
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
情
報
入

力
画
面
が
情
報
漏
れ
を
防
ぐ
た
め

暗
号
化
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

⑤
商
品
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
中
身
を

確
認
。
注
文
と
違
う
も
の
や
壊
れ

た
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
シ
ョ
ッ
プ
に
連
絡
す
る
　

―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
―

①
広
告
表
示
を
し
っ
か
り
確
認

②
利
用
規
約
を
し
っ
か
り
読
む

③
ネ
ッ
ト
広
告
の
表
示
や
購
入
ま
で

の
や
り
と
り
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
お
く

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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通
信
販
売
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は

な
く
、
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

インターネットでパソコン増設メモリーを購入したが、機種が合わず
使用できなかった。未使用なので業者に他のメモリーと交換して欲し
いと申し出たが、断られた。クーリング・オフできないのか。

ネットショッピング、返品できる？　できない？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
写
真

と
住
所
・
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@
city.izum

iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と 

元気でーす！ 

おおつっこ
瀧
谷
優
士
ち
ゃ
ん

た
き
た
に
ゆ
う
と

好奇心旺盛で毎日の成長にびっ
くり ! !
心も体も大きくなあ～れ ! !

（曽根町）

平
成
22
年
11
月
５
日
生
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Mayor's
Work

9・10月の主な動き

市長の
う ご き

●9月29日㈭
金婚祝賀会に出席しました。今年
結婚50周年を迎える市内在住の
ご夫婦65組の皆さんと会食や記
念撮影するなど、楽しいひととき
を過ごしました。

●10月13日㈭
10月2日に市民会館で行われた
東日本大震災チャリティライブで
集まった義援金を持って、漫才師
のオール阪神さんらが神谷市長を
訪問しました。義援金は市を通じ
東北へと届けられる予定です。

●3日㈷
有功者表彰式（市民会館）
●5日㈯
総合防災訓練（なぎさ第１号物揚
場・泉大津旧港）
●12日㈯
南公民館まつり（南公民館）
●13日㈰
市民体育祭（古池公園）
●15日㈫
定例市長会議（大阪府庁）、教育
委員会表彰式（市役所３階）
●20日㈰
市展表彰式（テクスピア大阪）
●26日㈯
北公民館開館30周年記念大会
（北公民館）

◆土器づくり（毎月実施） 日時／11月27日㈰ 午前10時～、午後1時～　定員／午前、
午後とも先着8人　参加費／300g300円～　申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施） 日時／11月26日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／
午前、午後とも先着4人（中学生以上）　参加費／30gまでは1人500円、それ以上は1人
一律600円　申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆干支の置物をつくろう 来年の干支である「たつ」の置物をつくります。　日時／11月
9日㈬　午後1時30分～　定員／先着30人　参加費／500円　申込／電話予約受付中
◆池上曽根史跡公園協会10周年記念事業　写生会「弥生時代を描こう」 開園から10周
年経過した史跡公園を舞台に写生会を開催します。　日時／11月12日㈯　午前10時～午
後1時　対象／小学4～6年生　定員／先着50人　参加費／無料　持物／絵の具などの画材
（画用紙のみ、こちらで用意）申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆泉州に息づくその技～ガラスの魅力 日時／12月10日㈯　午後2時～4時　定員／先着
50人　参加費／聴講は無料。体験希望者のみ500円　講師／佐野邦巳子氏（ガラス工房
邦）　申込／11月22日㈫午前10時から電話予約

◆ふるさとの古文書解読講座 日時／11月11日㈮　午後1時30分～3時（受付午後1時～）
場所／テクスピア大阪3階研修室　参加費／100円　講師／山口恭子（泉大津市史料室）
申込／新規申込者は電話にて織編館か生涯学習課へ
◆手織り体験「マフラーを織る」 日時／11月20日㈰、21日㈪、24日㈭、25日㈮のい
ずれか1日　午前10時～午後３時30分 場所／織編館体験学習室　定員／各日先着4人
費用／1,000円/ｍ　講師／織編館手織りボランティアの皆さん 申込／電話にて織編館へ
◆ふるさとの文化財講座「泉大津市内の建造物」 日時／11月25日㈮　午後2時～３時
（受付午後1時～）　場所／テクスピア大阪３階研修室　受講料／無料　講師／虎間麻実
（市教委）　申込／不要
◆織編館歴史民俗文化事業　収蔵品展「近代の絵葉書」 織編館が所蔵する絵葉書約40枚
と、関連資料を展示します。　期間／12月3日㈯～1月29日㈰（ただし水曜日休館）　場
所／織編館企画情報展示室　入場／無料
◆企画展開催記念企画　学習体験「絵手紙をつくろう」 はがきに干支・花・風景などを
描きます。　日時／12月11日㈰　▷午前の部…午前10時～11時（受付午前9時30分～）
▷午後の部…午後2時～3時（受付午後1時30分～）　場所／テクスピア大阪3階西研修室
定員／各部先着20人　受講料／無料　持物（お持ちの人のみ）／絵具・水入れ・筆・鉛筆
（2Bまたは3B）（はがき・ティッシュペーパーは、こちらで用意） 講師／四本祐司氏
（市展審査委員）　申込／電話受付
◆織編館ギャラリー　▷「キルトサークル　ピース」 期間／11月4日㈮～6日㈰　内
容／パッチワーク作品　約100点　▷「市展（書・写真・陶芸）」 期間／11月11日㈮～
13日㈰　▷「市展（洋画・日本画）」 期間／11月18日㈮～20日㈰　▷「一期の会絵画
展」 期間／11月24日㈭～27日㈰　内容／絵画・写真・木彫りなど ▷「好勝展」 期
間／12月3日㈯～4日㈰　内容／墨彩画　15点

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

11 月の主な予定
※(　) 内は場所
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の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

９月29日、今年結婚50周年を迎える市内在住のご夫婦
65組が参加し、金婚祝賀会を開催しました。当日は、記
念の集合写真を撮影後会食し、余興では、地域で活躍して
いる人のマジックの披露、宇多保育所の園児による踊りと
歌の披露があり、参加者は50年もの永い月日を思い出し
ながら、楽しいひとときを過ごしていました。

金婚祝賀会を開催

い歳月を思い出しながら永

9月24日、弥生学習館の稲作体験講座「こ
だい米クラブ」で子どもたちによる稲刈りが
行われました。

参加者たちは、台風の影響でぬかるんだ田
んぼに足を取られながらも、自分たちが育て
た稲を収穫しました。

弥生学習館の稲作体験講座で稲刈り

分たちの育てた稲を収穫自

市では、敬老の日を迎えるにあたり、市内の男性最高齢
者である山上明夫さん（100歳）と女性最高齢者の乗谷ミ
ツヱさん（106歳）に記念品を贈呈しました。
また、今年度に100歳を迎えられる７人の人に記念品を

贈呈しました。
問合 高齢介護課（市役所１階７番窓口）

長寿お祝の記念品贈呈

人が100歳を迎えます7

山上明夫さん▼

◀
乗
谷
ミ
ツ
ヱ
さ
ん

第34回「緑と花の写生コンクール」に3,295点の応募が
あり、９月27日に行われた審査の結果、市長賞・推奨・特選
の各賞が決定し、10月26日に次の皆さんが表彰されました。
問合 みどり推進室
受賞者一覧（敬称略）　▷市長賞…森本一（東陽中）、川上隆
一（条南小）、雪本颯（条東小）、井上晋輔（楠幼）、西川竜之
介（条東保）　▷推奨…福山和音（東陽中）、橋本祥汰（条南
小）、髙田碧惟（楠小）、坂本麻衣（楠小）、北浦紗佳（上條小）、
松村愛利（旭幼）、田中秀人（穴師幼）、半澤祐奈（浜幼）、大
島颯太（条東保）、西田更紗（アンビー） ▷特選…友國佑哉
（東陽中）、濱岸ありす（東陽中）、武部良潤（旭小）、辻本京
子（条南小）、堀清弥（楠小）、山本深結（楠小）、森田瑞季
（旭小）、湯田衣蕗（浜小）、日下拓海（戎幼）、牧拓己（穴師
幼）、吉村克海（条東幼）、古賀裕大（楠幼）、石本真欧（条東
保）、池浦優芽（アンビー）、小又涼人（条南保）

17 広報いずみおおつ　平成23年11月号

東助松商店会は、市教育委員
会と市文化財保護委員会の協力
で「上条地域の歴史を訪ねて」
と題した看板を、商店街沿いに
4枚設置しました。看板にはそ

れぞれ「布引の道」「北助松駅と
助松地区の開発」「山王院跡」
「上條小学校」の解説が、写真と
地図入りで書かれています。

東助松商店街に文化財の看板を設置

説が写真と地図で表記解

戎小学校の4年生が、10月３日に、大津川河川
敷で河川敷の清掃や生物調べ、水質調査などを行う
「水辺の学校」を開催しました。

当日、大津川河川敷に集まった児童たちは、各班
に分かれて大津川の上流・中流・下流からそれぞれ

事前に採取した川の水の水質検査を行ったり、河川
敷の清掃、さらに川に入り網を使い水生生物の採取
を行いました。児童たちは、カニやオイカワ、ウナ
ギの稚魚など10種類以上の生物を採取し、その種
類の多さに驚いていました。

戎小4年児童が「水辺の学校」を開催

ろんな生物がいたぞ！い

◀
井
上
晋
輔
さ
ん

◀
雪
本
颯
さ
ん

▼西川竜之介さん

▼川上隆一さん

◀
森
本
一
さ
ん

市
長
賞
に
輝
い
た
作
品

緑と花の写生コンク
ール

優秀作品決定!!
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　老
い
も
若
き
も
心
ふ
る
わ
す
年
に
1
度
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
。

　今
年
の
祭
り
は
、
10
月
８
、
９
日
に
開
催
さ
れ
、
各
町
自
慢
の
だ
ん
じ
り
が
、

秋
の
気
配
薫
る
「
い
ず
み
お
お
つ
」
の
ま
ち
を
疾
走
し
ま
し
た
！

だ
ん
じ
り
ま
つ
り

だ
ん
じ
り
ま
つ
り

　老
い
も
若
き
も
心
ふ
る
わ
す
年
に
1
度
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
。

　今
年
の
祭
り
は
、
10
月
８
、
９
日
に
開
催
さ
れ
、
各
町
自
慢
の
だ
ん
じ
り
が
、

秋
の
気
配
薫
る
「
い
ず
み
お
お
つ
」
の
ま
ち
を
疾
走
し
ま
し
た
！
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2021 広報いずみおおつ　平成23年11月号



■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）

■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
■住居衛生相談
■CD、DVDなどの貸し出し（健康づ
くり）

野山に出かけることの多い季節です
が、キノコ狩りなどで食中毒を起こさ
ないように、次のことに十分ご注意く
ださい。
▷確実に鑑定された食用キノコ以外は

絶対に採って食べない
▷自分勝手に鑑定しない
▷見慣れないキノコは絶対食べない
府内で毒キノコを食べて死亡した事

例もありました。毒キノコは山中だけ
でなく身近な場所でも生えていること
もあります。熱帯系のキノコが増えて
きていることもあり、素人判断による
キノコの採取は絶対にやめてくださ
い。
問合 和泉保健所（☎41・1342）

日程　12月1日㈭　午後4時～6時
場所 和泉保健所（和泉市府中町6ー
12ー3）
なお、予約は不要で料金は無料。匿

名でも可能です。結果は1週間後に出

ます。
問合 和泉保健所（☎41・1342）

市立病院では市民公開講座を開催し
ます。ぜひご参加ください。
日時 11月25日㈮　午後２時～
場所 市立病院７階大会議室
参加費 無料（予約の必要なし）
テーマ 「食事の時のどにつまったり
むせたりしませんか」（嚥下

えんか

困難な人
への食事の工夫）
講師 市立病院栄養管理科部　高場ま
り子（管理栄養士）
問合 市立病院総務課（☎32・
5622）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
開館時間　午前8時45分～午後5時15分

●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ23年7月11日～
Ｈ23年7月31日生

9か月～1歳未満

Ｈ20年4月生

11月30日㈬

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

11月15日㈫

12月6日㈫
午後0時45分・1時30分
12月6日㈫
午後2時30分～3時

12月6日㈫
午後2時30分～4時
12月6日㈫
午前10時30分～11時30分
※12月6日㈫
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ23年4月生

11月15日㈫、12月8日㈭
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

----------------------- ---------------------------------

Ｈ22年5月1日～
Ｈ22年5月20日生 12月8日㈭

12月6日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
11月15日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前9時～午後5時

保健センター

保健センター

Ｈ23年6月生 午後１時15分～１時30分

11月22日㈫
11月24日㈭
12月1日㈭

Ｈ21年11月生
Ｈ21年5月生
Ｈ21年6月生

11月21日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後1時～1時30分（午後2時30分ご
ろ終了予定）　持物　歯ブラシ・母子手帳・お茶・50円切手
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児

2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

22

和泉保健所案内
蕁41・1342

毒キノコによる
食中毒にご注意を！ HIV臨時検査のお知らせ

のみ込みが困難な人へ
市立病院市民公開講座

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
HOSPITAL 健康

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

健
康
・
予
防
の
ハ
ナ
シ

ち
ょ
っ
と

耳
よ
り
な

23 広報いずみおおつ　平成23年11月号

蘚三種混合・二種混合・MR（麻し
ん・風しん混合ワクチン）・日本脳炎
市内医療機関で個別接種。詳細は、

広報いずみおおつ平成23年4月号の平
成23年度母子保健予定表（保存版）
をご覧ください。
蘚BCG接種
実施日 11月25日㈮、12月5日㈪
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満

10・11月コース受け付け中です。
詳細は保健センターまでお問い合わせ
ください。
なお、お子さん連れの参加は、ご遠

慮ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ
んが休日に病気になった場合は、標記

センター（岸和田市荒木町1－1－51
蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5
時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお休日の救急に関しては、
市消防本部へ。

蜴11月23日豢 多田歯科医院（松ノ
浜町２ー7ー28　蕁31・4730）
診療受付は、午前9時30分～11時

30分、午後1時～4時。事前に電話に
てご確認ください。

おおむね65歳以上の市民を対象に
健康づくりのための転倒予防・認知症
予防などの話や運動を行います。
日程・場所 蜴11月15日貂…西地区
町づくり会館　蜴22日㈫…穴師長寿
園

時間 午前10時～11時30分（ただ
し、11月22日の穴師長寿園は午後1
時30分～3時）
問合 高齢介護課（市役所1階8番窓

口）

広報いずみおおつ10月号でお知ら
せしました高齢者インフルエンザ予防
接種の実施期間を1か月延長し、10月

17日㈪から1月31日㈫までとしまし
た。

高齢者を対象に健康相談を実施しま
す。
実施日時 11月18日㈮、12月２日
㈮　午後１時30分～２時30分
場所 総合福祉センター
内容 検尿・血圧測定・健康に関する
相談
問合 総合福祉センター（☎23・
1390）

予防接種のお知らせ

わ
た
し
た
ち
は
生
活
の
中
で

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
ご
み

と
し
て
捨
て
て
い
ま
す
が
、
生

命
活
動
を
行
う
こ
と
で
体
内
か

ら
も
「
ご
み
」
が
で
き
ま
す
。

こ
の
い
ら
な
い
ご
み
を
余
分
な

水
分
と
い
っ
し
ょ
に
尿
と
し
て

排
せ
つ
す
る
の
が
腎
臓
の
役
割

で
す
。

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る

（
腎
不
全
に
な
る
）
と
余
分
な
水

分
や
ご
み
が
体
の
中
に
た
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
少
し
ぐ
ら

い
の
ご
み
が
体
の
中
に
た
ま
っ

て
も
症
状
は
何
も
な
い
と
い
う

人
が
大
半
で
す
。「
食
欲
が
な
い
」

「
体
が
だ
る
い
」「
吐
き
気
が
す

る
」「
体
が
む
く
ん
で
き
た
」
と

い
っ
た
症
状
が
出
て
病
院
を
受

診
し
た
と
き
に
は
も
う
手
遅
れ

で
透
析
を
受
け
る
し
か
な
い
と

い
う
こ
と
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

近
年
、「
腎
臓
病
の
進
行
を
抑

制
し
て
、
透
析
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
の

も
と
で
、「
慢
性
腎
臓
病
」
と
い

う
言
葉
が
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

①
尿
検
査
、
血
液
検
査
な
ど
で

腎
臓
病
が
疑
わ
れ
る
、
②
G
F

R
60
ml
／
分
／
１
・
73
㎡
未
満

（
G
F
R：

腎
臓
の
働
き
を
示
す

指
標
）、
こ
の
①
も
し
く
は
②
が

３
か
月
以
上
続
い
て
い
る
場
合

を
慢
性
腎
臓
病
と
診
断
し
ま
す
。

腎
臓
病
の
原
因
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
高
血
圧
、
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
喫
煙
な

ど
の
生
活
習
慣
が
腎
臓
病
を
悪

く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
を
行
い
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
で
腎
臓
病
の

進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
健
康
診
断
な
ど
で
慢
性

腎
臓
病
を
疑
わ
れ
た
場
合
に
は

症
状
が
な
く
て
も
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

内
科
（
人
工
透
析
室
）

設
楽
香
織
医
師

「
慢
性
腎
臓
病
」
と
は
？

たまごくらす（両親学級）
10・11月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

高齢者インフルエンザ予防接種
の実施期間延長について

楽笑会

祝日の歯科急病診療医院

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います

高齢者健康相談
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図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

11
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
ぼ
く

に
お
ま
か
せ

H
・
ロ
ー
ゼ
ン
ボ
ー
ム

作

◆
ダ
ン
ダ
ン
ド
ン
ド
ン
か
い

だ
ん
お
ば
け

角
野
栄
子

作

◆
家
族
を
守
る
健
康
管
理
＆

応
急
手
当
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

中
安
邦
夫
　
監
修

出かけてしまったお店の主人の代
わりに、ペットショップの店番をす
ることになったティミー少年。
おならが止まらないヒキガエル、

巣がうまくつくれないクモ…。
お店に舞い込む動物たちの悩み

を、ティミーは解決できるかな？

生活習慣の見直し、健康診断・人
間ドック受診の心得から突発的な症
状やけがの応急手当までを、イラス
トとともに説明する。
いざというときに困らない、健康
管理＆応急手当のハンドブック。

階段にすんでいる双子のおばけ、
ダンダンとドンドン。仲よくなるに
は「うしみつどき」まで起きていな
くっちゃいけないみたいです。
ふたりに会いたいヒロは、「うし

みつどき」の時間まで、がんばって
待つのですが…。

◆
夢
行
脚

浮
穴
み
み

著

◆
無
宿
島

翔
田
寛
　
著

◆
ハ
ー
ド
ラ
ッ
ク

薬
丸
岳
　
著

◆
世
界
が
終
わ
る
灯

月
原
渉
　
著

◆
く
ち
ぬ
い

坂
東
眞
砂
子
　
著

◆
消
失
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

長
沢
樹
　
著

◆
デ
ッ
ド
・
リ
ミ
ッ
ト

遠
藤
武
文
　
著

◆
赤
い
三
日
月
　
上
・
下

黒
木
亮
　
著

◆
金
米
糖
の
降
る
と
こ
ろ

江
國
香
織
　
著

◆
家
康
の
子

植
松
三
十
里

著

◆
夢
の
浮
橋

蜂
谷
涼
　
著

◆
夜
と
朝
の
あ
い
だ
に

蓮
見
圭
一
　
作

◆
モ
ナ
・
リ
ザ
を

ぬ
す
ん
だ
の
は
だ
れ
？

ル
ー
シ
ー
・
ナ
ッ
プ
　
作

◆
妖
精
の
ぼ
う
し
、

お
ゆ
ず
り
し
ま
す
。

あ
ん
び
る
や
す
こ

作

◆
い
の
ち
の
ふ
ね

鈴
木
ま
も
る
　
作

◆
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん

長
谷
川
義
史
　
作

◆
い
も
い
も
ほ
り
ほ
り

西
村
敏
雄

作

◆
ど
う
ぶ
つ
び
ょ
う
い
ん

お
お
い
そ
が
し

シ
ャ
ロ
ン
・
レ
ン
タ

作

◆
あ
し
た
７
つ
に
な
れ
ま

す
よ
う
に

藤
川
智
子
　
作

◆
は
な
の
は
な
う
た

内
田
麟
太
郎
　
作

◆
コ
コ
ロ
屋

梨
屋
ア
リ
エ

作

◆
つ
き
よ
は
う
れ
し
い

あ
ま
ん
き
み
こ

作

◆
父
さ
ん
は
地
球
儀
の
上

に
い
る

加
藤
章
子

作

◆
聖
夜
の
肖
像

浅
田
次
郎
　
著

◆
初
夜

三
浦
哲
郎
　
著

日
時

12
月
３
日
貍

午

後
２
時
〜
２
時
29
分

「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」

日
時

11
月
19
日
貍

午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

12
月
１
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

日
時

11
月
26
日
貍

午

前
11
時
〜
11
時
45
分

定
員

当
日
先
着
１
５
０

人内
容

人
形
劇
「
口
の
大

き
な
蛙
の
子
」「
へ
び
く

ん
の
さ
ん
ぽ
」
ほ
か

出
演

人
形
劇
サ
ー
ク
ル

ま
い
あ

24

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

03
録
音
図
書 

CD

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

07
秋
の
お
楽
し
み
会

25 広報いずみおおつ　平成23年11月号

トレーニング室を利用するには講習
会を受講することが必要です。総合体
育館では、次の日程で講習会を開きま
す。

対象 15歳以上の人（中学生は不可）
定員 5人程度（18日は30人）
講習日の持物 250円（許可証を発
行）・縦3cm×横2cmの顔写真・上
靴・運動のできる服装
申込 11月27日豸午前10時から総
合体育館へ
なお、11月分も空きがあります。

随時申し込み可能です。

熱戦が繰り広げられます。ぜひ、見
にきてください。
日時 1 1月20日㈰　開会午前９時
20分
場所 総合体育館
種目 ６人制男子の部・女子の部

京都の紅葉（嵐山）、松尾大社・法
輪寺・善峯寺バスツアーを開催しま
す。
日時 1 1月27日㈰　集合午前７時
45分　出発午前８時
集合場所 市役所西玄関前
コース 市役所⇒京都南ＩＣ⇒松尾大
社…法輪寺…嵐山公園（昼食）⇒善峯

寺（西国20番札所）⇒市役所前（午
後5時到着予定）（⇒車中、…徒歩）
定員 50人（定員になりしだい締め
切り）
参加費 ▷大人…4,500円　▷小学
生以下…4,000円（拝観、庭園散策
料含む）
持物 弁当、水筒、雨具、はきなれた
靴
申込 11月20日㈰午前９時30分か
ら総合体育館へ

今年５月に開催予定でしたが、荒天
のため中止となりましたので再度参加
者を募集いたします。
日時 12月４日㈰（小雨決行）
受付時間 ▷６㎞コース…午前９時～
▷４㎞コース…午前９時30分～
受付場所 総合体育館（駐車場）
予定コース 総合体育館⇒東雲公園⇒
大津神社⇒上之町公園⇒楯並橋⇒大津
川緑地⇒公園橋⇒総合体育館
対象 小学生以上（保護者同伴の場合
は、幼児参加可）
定員 先着500人（参加賞あり）
参加費 無料（閉会後にお楽しみ抽選
会あり）
申込 11月26日㈯までに総合体育館
へ（当日参加の受け付けは不可）
なお、小学生の個人参加は保護者の

承認印が必要です。

日時 １月８日㈰　午前11時開会
場所 陸上自衛隊信太山演習場（和泉
市　ＪＲ阪和線信太山駅より無料送迎
バスあり）
出場資格 健康でクロスカントリーコ
ースを走れる人（車いすでの参加不可）
参加料 ５００円（伴走者も同額）

種目 ▷３㎞…小・中学生、一般
（16歳以上）　▷５㎞･･･中学生男子、
一般（16歳以上）　▷10㎞･･･一般
（16歳以上）
申込 1 1月16日㈬必着で、申込書
（大会ホームページから印刷可）に必
要事項を記入し、参加料を添えて大会
事務局へ郵送または持参
入金方法 郵便振込「00930－9－
91517　信太山クロスカントリー大
会委員会」、現金書留または直接事務
局へ
大会ホームページ http://www.cit
y .izumi.osaka.jp/entry .aspx?id
=224
問合 和泉市教育委員会スポーツ振興
課内、信太山クロスカントリー大会委
員会事務局（☎99・8162）

「恋のドンパン節」や「がんばれ援
歌」など全国のいろいろな民踊を約
40曲披露します。ご家族お揃いで、
日ごろの練習の成果をご覧ください。
日時 11月６日㈰　午前１０時～
場所 総合体育館

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝蕁 33・1200

日　　時 日　　時
2 日㈮
10日㈯
16日㈮
20日㈫

午前 10時～
午後 3時～
午後 7時～
午後 3時～

7日㈬
13日㈫
18日㈰
22日㈭

午後 7時～
午前 10時～
午前 10時～
午後 7時～

12 月分日程表

トレーニング室
利用講習会（12月分）

ライフ・チャレンジ・
ザ・ウォーク参加者募集

市民歩こう会
京都の紅葉バスツアー

秋季市民バレーボール
大会開催

フォークダンス連盟
民踊総踊り開催

第59回信太山
クロスカントリー大会

次の皆さんが、大阪府の各賞を受
賞されました。

平成23年度大阪府体育連合表彰
功労者表彰 松岡義隆氏（泉大津市
ソフトテニス連盟）

平成23年度大阪スポーツ賞受賞
体育功労賞（個人） 平松成夫氏(泉
大津野球協会)
体育功労賞（団体） 泉大津市ゲー
トボール連盟



本
場
韓
国
家
庭
料
理
を
楽
し
く
作

っ
て
、
舌
鼓
を
打
ち
ま
せ
ん
か
。
料

理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
プ
ダ
チ
ゲ
（
鍋
料

理
）・
チ
ャ
プ
チ
ェ
・
チ
ヂ
ミ
・
ト
ッ

ク
（
韓
国
風
雑
煮
）
で
す
。
女
性
も

男
性
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

試
食
や
お
持
ち
帰
り
も
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
27
日
㈰
・
12
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
16
人

受
講
料

２
２
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ
（
三

角
き
ん
）・
布
き
ん
・
タ
オ
ル
２
枚
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
筆
記
用
具

申
込
・
問
合

11
月
15
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
も
し

く
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎

33
・
１
７
６
４
　
薨
33
・
１
３
０
０
）

へ
な
お
、
申
込
書
は
一
人
一
枚
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
の
み
16
日
㈬
か
ら
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

そ
ば
粉
を
練
っ
て
、
伸
し
て
、
そ

ば
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
手
作

り
の
味
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
キ
ッ

チ
ン
に
な
じ
み
の
少
な
い
男
性
に
も

興
味
を
持
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

日
時

11
月
26
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
男

性
も
大
歓
迎
）

定
員

先
着
16
人

受
講
料

１
１
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ
（
三

角
き
ん
）・
布
き
ん
・
タ
オ
ル
２
枚
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
筆
記
用
具

申
込
・
問
合

11
月
15
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
も
し

く
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎

33
・
１
７
６
４
　
薨
33
・
１
３
０
０
）

へ
な
お
、
申
込
書
は
一
人
一
枚
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
の
み
16
日
㈬
か
ら
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

花
が
枯
れ
ず
に
長
時
間
き
れ
い
な

ま
ま
楽
し
め
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
で
、
お
正
月
飾
り
や
和
風
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
最
適
な
和
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
時

12
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
20
人

受
講
料

２
４
０
０
円
（
材
料
代
含

む
）

講
師

柳
瀬
美
恵
子
氏

持
物

筆
記
用
具
・
は
さ
み
（
ワ
イ

ヤ
ー
も
切
れ
る
も
の
）

申
込
・
問
合

11
月
17
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
も
し

く
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎

33
・
１
７
６
４
　
薨
33
・
１
３
０
０
）

へ
な
お
、
申
込
書
は
一
人
一
枚
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
の
み
18
日
㈮
か
ら
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

和
紙
の
よ
さ
を
存
分
に
引
き
出
し

た
「
ち
ぎ
り
絵
講
習
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
年
は
、
来
年
の
干
支
「
辰

（
た
つ
）」
を
描
き
ま
す
。

日
時

12
月
４
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
30
人

受
講
料

１
６
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

講
師

川
崎
静
子
氏

持
物

は
さ
み
・
鉛
筆
・
の
り
・
目

打
ち
（
洋
裁
用
）・
古
い
絵
筆
・
箱

（
目
打
ち
使
用
時
に
下
敷
き
代
わ
り
に

使
用
）
な
ど

申
込
・
問
合

11
月
10
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
北
公
民
館
（
☎
23
・

０
５
０
５
　
薨
23
・
０
５
６
６
）
へ

な
お
、
申
込
書
は
一
人
一
枚
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
の
み
11
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い

て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!
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韓
国
家
庭
料
理

そ
ば
打
ち
体
験

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ち
ぎ
り
絵
講
習
会

※H23年10月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
77,389人 (－2人)
●女
40,176人 (＋21人)
●男
37,213人 (－23人)
●世帯数
33,121世帯(＋16世帯)
●面積
13.29 裄 (±0裄)

日
時

12
月
14
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
こ
の
後
、
試
食
会
あ
り
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

先
着
24
人

受
講
料

５
０
０
円
（
参
加
者
に
は
、

㈱
大
阪
ガ
ス
協
賛
の
マ
イ
箸
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
）

メ
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
豚
肉
の

ア
ス
パ
ラ
巻
、
カ
ボ
チ
ャ
の
コ
ロ
ッ

ケ
、
ス
ー
プ
餃
子
、
簡
単
炊
き
込
み

ご
飯
、
パ
ン
プ
キ
ン
テ
ィ
ー

一
時
保
育

あ
り
（
１
歳
半
〜
未
就

学
児
）

講
師

㈱
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
堺
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合

11
月
14
日
㈪
午
前
９

時
か
ら
、
電
話
で
生
活
環
境
課
（
市

役
所
３
番
窓
口
）
へ

な
お
、
先
着
順
で
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
一
時
保
育
を

利
用
す
る
人
は
申
し
込
み
の
際
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

言
葉
巧
み
に
消
費
者
を
勧
誘
し
、
高

額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
売
り

つ
け
る
悪
徳
商
法
な
ど
に
関
す
る
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
の
知
識
を
取
得

し
ま
せ
ん
か
。
わ
か
り
や
す
い
連
続

３
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
１
回
目
…
12
月
13

日
㈫
　
午
後
１
時
〜
３
時
　
ケ
ー
タ

イ
安
全
教
室
（
進
化
す
る
通
信
機
器
）

▽
２
回
目
…
20
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時
　
怪
し
げ
な
投
資
ば
な
し
に
ご

用
心
（
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
）

▽
３
回
目
…
27
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時
　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
あ
れ
こ
れ

（
消
費
者
被
害
未
然
防
止
）

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員

先
着
50
人

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
　
12
月
９
日
㈮
ま
で
に

産
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
２
番
窓

口
）
へ

〜
あ
そ
び
は
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
育
て
ま
す
〜

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
講
座
と
し
て
「
う
た
あ

そ
び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
友
だ
ち
と
出
会

う
ワ
ク
ワ
ク
感
や
親
子
で
の
ふ
れ
あ

い
あ
そ
び
を
通
し
て
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
一
面
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

11
月
15
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
10
時
15
分
〜
）

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
１
歳
半
〜
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員

先
着
20
組
（
申
込
制
）

参
加
費

無
料

持
物

タ
オ
ル
・
お
茶
（
上
靴
不
要
）

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
音
楽
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
「
音
結
（
お
と
ゆ
い
）」
グ

ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー

申
込

11
月
２
日
㈬
か
ら
月
か
ら
金

曜
日
の
午
後
０
時
30
分
か
ら
４
時
に
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
０
０
１
２
）
へ

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
か
徒
歩
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
、
６
月
に
「
う
た
あ

そ
び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」
を
受
講
し

た
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
申
し

込
み
可
能
で
、
11
月
10
日
㈭
か
ら
月

か
ら
金
曜
日
の
午
後
０
時
30
分
か
ら

４
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

主
に
学
齢
前
ま
で
の
成
長
・
発
達

に
伴
っ
て
起
き
や
す
い
事
故
や
病
気

な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
と
そ
の
予
防

法
の
ほ
か
、
万
一
事
故
が
起
こ
っ
た

と
き
に
あ
わ
て
ず
、
観
察
や
看
病
あ

る
い
は
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
講

座
と
実
習
を
交
え
た
「
幼
児
安
全
法

短
期
講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時

11
月
29
日
㈫
、
12
月
２
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
30
人

受
講
料

無
料

内
容

①
子
ど
も
の
事
故
や
病
気
な

ど
に
つ
い
て
の
理
解
、
②
応
急
手
当

の
仕
方
な
ど

講
師

赤
十
字
幼
児
安
全
法
指
導
員

一
時
保
育

あ
り
（
先
着
15
人
で
要

予
約
）

持
物

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
オ
ム

ツ
、
着
替
え
な
ど
、
一
時
保
育
時
に

必
要
な
も
の

申
込
・
問
合

11
月
18
日
㈮
ま
で
に

日
赤
泉
大
津
市
地
区
（
市
社
会
福
祉

協
議
会
　
☎
23
・
１
３
９
３
）
へ

泉
大
津
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、「
セ
ラ
ピ
ー
的
子
育
て
で

心
を
や
わ
ら
か
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時

11
月
18
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
午
前
９
時
45
分
受
付
開

始
)

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

子
育
て
中
の
保
護
者
先
着
60

人持
物

ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
色
鉛
筆
な

ど講
師

中
山
美
和
 氏（
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

一
時
保
育

定
員
30
人
（
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
）

問
合

泉
大
津
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
・
１
３
９
３
）

パ
ソ
コ
ン
が
初
め
て
の
人
を
対
象

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
文
字
の
入

力
や
ワ
ー
ド
の
基
本
を
学
び
日
常
生

活
に
役
立
つ
文
章
作
成
を
重
点
と
し

た
講
座
で
す
。

日
時

12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
 （
毎
週
木
曜
日
）
　
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
55
歳
以
上
の
人

で
、
原
則
全
日
程
参
加
可
能
な
人

定
員

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
）

参
加
費

２
０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
・
問
合

11
月
15
日
㈫
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
ま
た
は
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
12
月
受
講
希
望
と
記
入
の
う
え
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
９

５
ー
０
０
２
６
　
東
雲
町
９
ー
12

☎
23
・
１
０
０
７
)へ
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エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
第
２
弾

マ
イ
箸
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

地
域
消
費
者

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

子
育
て
講
座

「
う
た
あ
そ
び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」

幼
児
安
全
法
短
期
講
習
会

子
ど
も
家
庭
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
高
年
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

①
家
庭
看
護
講
習

看
護
の
基
礎
知
識
や
車
い
す
・
杖

歩
行
（
実
技
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

②
幼
児
安
全
講
習

幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
手
当
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時

①
11
月
16
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
①
18
日
㈮
　
午
後
１

時
〜
４
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

対
象

55
歳
以
上

参
加
費

無
料

定
員

先
着
20
人

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

お
正
月
に
日
本
の
伝
統
の
着
物
を

着
ま
せ
ん
か
。
南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ

「
よ
そ
お
い
会
」
で
は
、
次
の
と
お
り

無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
着
物

に
興
味
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
７
日
㈬
　
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
30
分

場
所

南
公
民
館

定
員

先
着
10
人

持
物

着
物
・
帯
、
腰
ひ
も

申
込
・
問
合

南
公
民
館
（
蕁
33
・

１
７
６
４
）
へ

ど
こ
の
国
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
こ
と

ば
を
勉
強
し
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
で
話
さ
れ
て

い
る
こ
と
ば
を
自
然
に
話
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
と
ば
の
獲
得
に
失
敗

す
る
赤
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
よ
う
に
、
こ

と
ば
を
話
す
能
力
は
ど
の
人
も
同
じ

よ
う
に
持
っ
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

と
ば
を
習
得
す
る
に
は
「
勉
強
」
で

は
な
く
、「
環
境
」
が
必
要
で
す
。

そ
ん
な
「
環
境
さ
え
あ
れ
ば
だ
れ

で
も
、
い
く
つ
も
の
こ
と
ば
が
話
せ

る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
す
る
「
講
演
会
」
と
、
実

際
に
体
験
す
る
「
体
験
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ

た
青
少
年
の
〝
こ
と
ば
〞〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
〞〝
生
き
る
力
〞
を
見

て
い
た
だ
く
「
青
少
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

日
常
の
活
動
報
告
を
中
心
に
発
表
し

ま
す
。

青
少
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
11
月
13
日

㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
…
ア
プ

ラ
ホ
ー
ル
（
高
石
市
）

講
演
会

▽
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
…
テ
ク
ス
ピ
ア

大
阪
 
▽
29
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
…
あ
す
と
ホ
ー
ル

体
験
会

▽
11
月
15
日
㈫
・
22
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
…
あ
す
と
ホ

ー
ル
　
▽
23
日
㈷
　
３
時
30
分
〜
４

時
30
分
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

▽
18

日
㈮
・
25
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
…
ア
プ
ラ
ホ
ー
ル
（
高
石
市
）

▽
19
日
㈯
・
26
日
㈯
　
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

参
加
費

無
料

な
お
、「
講
演
会
」「
青
少
年
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
託
児
あ
り
ま
す
。

問
合

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
北
野
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

１
２
０
・
５
５
７
・
７
６
１
）
へ

人
と
人
と
の
出
会
い
と
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
目
的

と
し
て
「
南
公
民
館
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
が
１
年
間
一
生
懸
命
練

習
し
て
き
た
成
果
の
演
技
発
表
や
作

品
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

模
擬
店
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
物
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

南
公
民
館

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）北

公
民
館
で
は
人
と
人
と
の
「
出

会
い
」
地
域
の
人
た
ち
と
の
「
ふ
れ

あ
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
各
ク
ラ
ブ

が
日
ご
ろ
学
習
し
て
き
た
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
、「
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今

年
は
30
周
年
を
祝
う
記
念
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
11
月
26
日
㈯
…
午

前
10
時
〜
　
開
館
30
周
年
記
念
大
会

式
典
、
午
前
11
時
〜
　
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
（
落
語
・
講
談
・
舞
・
音
頭
）

作
品
展
示
　
喫
茶
・
綿
菓
子
な
ど
の

模
擬
店
　
▽
27
日
㈰
…
午
前
10
時
〜

ス
テ
ー
ジ
演
技
・
作
品
展
示
・
お
茶

席
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
（
焼

そ
ば
・
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
ほ

か
）・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
あ
め
細
工

な
どま

た
、
両
日
と
も
午
後
４
時
に
終

了
し
、
26
日
午
後
６
時
か
ら
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

の
で
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合

北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５
０

５
）芸

術
の
秋
の
ひ
と
と
き
を
市
吹
の

音
楽
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
、

お
な
じ
み
の
ポ
ッ
プ
ス
音
楽
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
20
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
開
演

場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

５
０
０
円

指
揮
者

上
村
和
義
（
当
楽
団
常
任

指
揮
者
）

主
な
曲
目

▽
「
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン

ス
川
の
こ
だ
ま
」
〜
ケ
ベ
ッ
ク
民
謡

組
曲
、
Ｐ
．
ス
パ
ー
ク

▽
７
イ
ン

チ
・
フ
レ
ー
ム
、
デ
ィ
ル
ク
・
ブ
ロ

ッ
セ

▽
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
グ
ラ
フ

ィ
テ
ィ
X
V
I
〜
坂
本
冬
美
メ
ド
レ

ー
、
あ
ば
れ
太
鼓
〜
ま
た
君
に
恋
し

て
る
〜
夜
桜
お
七
　
▽
江
〜
姫
た
ち

の
戦
国
〜
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
ほ
か

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

家
庭
看
護
・
幼
児
安
全
講
習

「
７
か
国
語
で
話
そ
う
」
青
少
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演
会
・
体
験
会

第
36
回
南
公
民
館
ま
つ
り

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

28

北
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

開
館
30
周
年
記
念
大
会

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団

第
40
回
定
期
演
奏
会

着
付
無
料
講
習
会

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
参
加
に
つ
い
て
は
お
手
数

で
す
が
、
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込

み
不
要
の
講
座
は
、「
チ
ェ
ア
・
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」
と
「
川
柳
」
で
す
。

■
心
の
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
被
害
者
と
と
も
に
　
歩
み
続
け
て
」

〜
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
被
害
者
を
支
援
し
て
〜

D
V
と
は
配
偶
者
・
恋
人
な
ど
の

親
密
な
関
係
に
あ
る
者
か
ら
振
る
わ

れ
る
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、

性
的
な
ど
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
人

格
を
踏
み
に
じ
り
、
被
害
者
を
自
分

の
所
有
物
で
あ
る
と
す
る
許
さ
れ
な

い
行
為
で
す
。

講
師
の
井
阪
さ
ん
は
、
D
V
被
害

者
や
虐
待
被
害
者
を
民
間
支
援
機
関

と
し
て
支
援
し
続
け
て
十
数
年
。
支

援
者
の
立
場
か
ら
被
害
の
実
態
や
支

援
方
法
な
ど
、
実
体
験
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時

11
月
25
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
40
分

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

定
員

20
人

参
加
費

無
料

講
師

井
阪
玲
子
さ
ん
（
民
間
支
援

機
関
代
表
）

参
加
者
に
手
作
り
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
ブ
ロ
ー
チ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込

11
月
４
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ

一
時
保
育

１
歳
６
か
月
か
ら
の
未

就
学
児
で
４
人
（
11
月
11
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
。
傷
害
保
険
料
と
し
て

１
人
50
円
必
要
）

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
　
市
民
会
館
西

側
　
☎
21
・
６
５
５
５
）

な
お
、
サ
ロ
ン
を
ご
利
用
の
際
に

は
、
必
ず
ス
リ
ッ
パ
な
ど
上
履
き
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
と
市
文
化
財
保
護

委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
泉
大
津

駅
か
ら
大
津
寺
内
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
文
化
財
保
護

委
員
会
に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
（
泉
大
津
駅
西
口
集
合

午
前
９
時
30
分
出
発
。
少
雨
決
行
）

コ
ー
ス

泉
大
津
駅
〜
南
溟
寺
〜
緑

照
寺
〜
安
楽
寺
〜
泉
大
津
駅

参
加
費

無
料

申
込

不
要

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

展
示
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
「
池
上
曽

根
遺
跡
を
テ
ン
ジ
す
る
」
を
開
催
し

ま
す市

教
委
で
は
和
泉
市
教
委
・
府
立

弥
生
文
化
博
物
館
・
府
文
化
財
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
、
池
上
曽
根
弥
生
学

習
館
・
池
上
曽
根
史
跡
公
園
・
府
立

弥
生
文
化
博
物
館
の
展
示
設
計
担
当

者
の
案
内
に
よ
り
各
館
を
見
学
し
設

計
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
企
画
「
展
示

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」
(２
回
シ
リ
ー
ズ
)

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
費
は
無
料
で
申
し
込

み
は
不
要
、
雨
天
決
行
で
す
。

■
第
１
回

日
時

11
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
受
付
午
前
10
時
〜
）

集
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館

解
説

金
関
恕
（
府
立
弥
生
文
化
博

物
館
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
房
康
幸
（
泉

大
津
市
文
化
振
興
会
議
委
員
）

■
第
２
回

日
時

11
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
受
付
午
前
10
時
〜
）

集
合

池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

解
説

乾
哲
也
（
和
泉
市
教
育
委
員

会
）、
虎
間
麻
実
（
市
教
育
委
員
会
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
房
康
幸
（
泉

大
津
市
文
化
振
興
会
議
委
員
）

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

12
月
３
日
㈯
か
ら
９
日
㈮
は
「
障

が
い
者
週
間
」
で
す
。
障
が
い
者
問

題
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障

が
い
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
次

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
３
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

場
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容

式
典
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
合

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

日
時

11
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
13
日
㈰
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

大
阪
刑
務
所
敷
地
内
（
堺
市

堺
区
田
出
井
町
６
ー
１
）

入
場

無
料

内
容

施
設
見
学
、
パ
ネ
ル
展
示
、

刑
務
作
業
の
実
演
、
刑
務
作
業
製
品

の
展
示
販
売
な
ど

問
合

大
阪
刑
務
所
作
業
部
門
（
０

７
２
・
２
３
８
・
８
２
６
９
）

平
成
23
年
度
文
化
財
公
開
展

泉
大
津
ふ
れ
あ
い
大
会

29 広報いずみおおつ　平成23年11月号

地
域
の
歴
史
を
学
び
ま
し
ょ
う

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
の

お
知
ら
せ

にんじんサロン 11月の催し（蕁・薨 21・6555）
11月 9日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
11 月 10日㈭　午前 10時～ 11時 30分
にんじん塾④　﨑田由美子さん
11 月 10日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
11 月 11日㈮　午前 10時～11時
手づくり講座（サンタさん）　本田ますみさん
11 月 11日㈮　午後 1時 30分～ 2時 30分
日本女性会議に参加して（報告会）　参加した市民の皆さん
11 月 17日㈭　午前 11時～11時 30分
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
11 月 17日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
11 月 18日㈮　午前 10時 30分～ 11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動かしましょ
う！）　本田ますみさん
11 月 24日㈭　午後 2時～ 1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
11 月 25日㈮　午後 1時 30分～ 2時 40分
心のケアセミナー「DV被害者を支援して」　井阪玲子さん
11 月 26日㈯　午前 10時～正午
色紙 (しきし ) に絵を描きましょう　亀高怜子さん
11 月 30日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
12 月 1日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん

※

11
月
の
休
館
日
は
、

　毎
日
曜
日
・
月
曜
日

　と
祝
日
で
す
。

第
24
回
関
西
矯
正
展



（「
イ
ベ
ン
ト
」
の
続
き
）

■
第
４
回
あ
す
と
秋
の
朗
読
会

短
い
お
話
が
メ
イ
ン
で
す
。
お
話

の
世
界
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
秋
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時

11
月
13
日
㈰
　
午
後
２
開
演

（
午
後
１
時
30
開
場
）

定
員

50
人
（
申
込
み
先
着
順
）

入
場
料

無
料
（
未
就
学
児
童
の
入

場
は
不
可
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

蜘
蛛
の
糸
（
芥
川
龍

之
介
）、
芥
子
の
匂
い
（
瀬
戸
内
晴

美
）、
枕
草
子
（
清
少
納
言
）、
鮒
（
向

田
邦
子
）
ほ
か

指
導

藤
田
千
代
美
（
関
西
芸
術
座
）

出
演

あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
朗
読
講

座
の
皆
さ
ん

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！
　
お

や
こ
で
楽
し
め
る
絵
本
の
読
み
語
り

会
で
す
。
絵
本
の
貸
出
し
も
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時

11
月
27
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

入
場

無
料
（
申
込
み
不
要
）

■
第
19
回
　
な
つ
か
し
の
歌
声
喫
茶

「
あ
す
と
・
歌
声
サ
ロ
ン
」

子
ど
も
の
こ
ろ
に
歌
っ
た
曲
や
青

春
時
代
の
曲
を
想
い
出
と
と
も
に
、
大

き
な
声
で
歌
え
ば
気
分
爽
か
い
！

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
 

日
時

11
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時
（
午
後
１
時
30
開
場
）

定
員

１
０
０
人
（
申
込
み
先
着
順
）

参
加
料

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

出
演

酒
井
健
太
郎
（
リ
ー
ダ
ー
）・

山
本
汎
昭
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）・
松

田
洋
子
（
ピ
ア
ノ
）

な
お
、
歌
本
を
す
で
に
お
持
ち
の

人
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
藤
田
浩
子
さ
ん
講
演
会

「
お
は
な
し
で
遊
ぼ
う
！
」

「
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
」
と
し
て

全
国
各
地
、
遠
く
は
ア
メ
リ
カ
で
も

〝
お
話
し
会
〞
を
開
催
し
て
大
活
躍
し

て
い
る
藤
田
浩
子
さ
ん
か
ら
、
お
話

し
や
歌
で
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
と
触

れ
合
う
知
恵
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
11
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

３
時
（
午
後
０
時
30
開
場
）

対
象

一
般
（
市
内
在
住
・
在
勤
不

問
）

定
員

１
３
０
人
（
申
込
み
先
着
順
）

入
場
料

無
料

保
育

０
歳
か
ら
就
学
前
の
児
童

15
人
（
事
前
要
予
約
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

広
報
い
ず
み
お
お
つ
10
月
号
に
て
、

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

西
日
本
の
各
府
県
か
ら
14
団
体
が

出
場
し
、
地
元
二
田
町
の
青
年
團
に

よ
る
「
泉
州
だ
ん
じ
り
囃
子
」
が
舞

台
を
盛
り
上
げ
ま
す

日
時

12
月
４
日
㈰
　
開
場
午
後
１

時
（
開
演
１
時
30
分
）

会
場

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
テ
ク
ス
ピ

ア
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
（
要
整
理
券
）

整
理
券

商
工
会
議
所
、
グ
レ
イ
ス

ピ
ア
ノ
サ
ー
ビ
ス
ほ
か
で
配
布

問
合

グ
レ
イ
ス
ピ
ア
ノ
サ
ー
ビ
ス

（
☎
33
・
９
８
０
８
）

「
弥
生
文
化
の
は
じ
ま
り
　
土
井
ヶ
浜

遺
跡
と
響
灘
周
辺
」

３
０
０
体
を
超
す
弥
生
人
の
人
骨

が
砂
浜
か
ら
発
見
さ
れ
た
山
口
県
土

井
ヶ
浜
遺
跡
。
こ
の
遺
跡
を
中
心
に
、

響
灘
周
辺
遺
跡
の
最
新
資
料
を
も
と

に
、
弥
生
文
化
の
は
じ
ま
り
と
彼
ら

を
と
り
ま
く
社
会
に
迫
り
ま
す
。

日
時

11
月
23
日
㈷
ま
で

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

場
所

特
別
展
示
室

■
講
演
会
　
「
響
灘
沿
岸
砂
丘
に
眠

る
弥
生
人
」

日
時

11
月
13
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

聴
講
料

無
料
（
要
入
館
料
）

講
師

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
所
長
　
乗
安
和
二
三
氏

■
展
示
解
説

日
時

11
月
13
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
消
し
ゴ
ム

で
？
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
」

日
時

11
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

定
員

30
人
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費

無
料
（
要
入
館
料
）

入
館
料

▽
一
般
…
６
０
０
円
　
▽

65
歳
以
上
、
高
校
・
大
学
生
…
４
０

０
円
　
▽
中
学
生
以
下
…
無
料

■
関
西
文
化
の
日

入
館
無
料
、
無
料
イ
ベ
ン
ト
多
数

用
意
し
て
い
ま
す

棒
は
か
り
を
つ
く
っ
て
計
量
に
挑

戦
！
（
大
阪
府
計
量
検
定
所
）

日
時

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員

各
日
先
着
50
人

内
容

棒
は
か
り
を
つ
く
り
ま
す
。
自

分
で
作
っ
た
は
か
り
で
正
し
く
重
さ

を
は
か
れ
る
か
な
？

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

30

第
13
回
西
日
本
文
化
箏

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
泉
大
津

弥
生
文
化
博
物
館
の

イ
ベ
ン
ト

あ
す
と
ホ
ー
ル

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
泉
北
環
境
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
１
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時

11
月
20
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所

泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管

理
棟
（
高
石
市
取
石
６
ー
９
ー
40
）

内
容

焼
却
施
設
の
開
放
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展

示
販
売
会
、
幼
稚
園
児
の
演
奏
会
、

小
学
生
の
絵
画
展
、
め
だ
か
の
学
校

（
和
泉
め
だ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
は

し
ご
乗
り
（
和
泉
市
消
防
本
部
纏
会
）、

協
力
団
体
に
よ
る
展
示
や
催
し
な
ど

問
合

泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
総

務
課
（
☎
46
・
０
１
５
０
）

日
時

11
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

な
お
、
入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
で
す
。

問
合

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

ー
い
ず
み
（
☎
31
・
４
４
４
８
）

市
で
は
、
次
の
と
お
り
非
常
勤
嘱

託
員
を
募
集
し
ま
す
。

報
酬

月
額
14
万
９
０
０
０
円
（
定

期
昇
給
あ
り
）

応
募
資
格

60
歳
未
満
（
定
年
は
60

歳
）
で
、
介
護
支
援
専
門
員
・
看
護

師
・
介
護
福
祉
士
・
訪
問
介
護
員
（
２

級
）
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、

介
護
保
険
認
定
調
査
員
も
し
く
は
保

有
資
格
の
実
務
経
験
が
１
年
以
上
あ

る
人

募
集
人
員

２
人

職
務
内
容

要
介
護
認
定
申
請
に
基

づ
い
て
高
齢
者
の
自
宅
や
入
院
先
な

ど
を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省
が
定
め

る
要
介
護
認
定
調
査

雇
用
期
間

１
月
１
日
〜
３
月
31
日

（
た
だ
し
更
新
あ
り
。
最
長
５
年
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
月
〜
金
曜
日
の
間
で
４
日
間
）

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
筆
記
試
験
・
面
接
試
験
（
試

験
日
は
12
月
15
日
㈭
）

申
込
・
問
合

11
月
14
日
㈪
か
ら
12

月
９
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
・
資
格

の
証
明
書
（
写
）・「
志
望
動
機
・
自

己
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
」
の
作
文
（
４
０

０
字
以
内
で
A
４
サ
イ
ズ
原
稿
用
紙

に
自
筆
鉛
筆
書
き
で
記
入
）
を
高
齢

介
護
課
（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）

へ
市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
毎
月
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

日
時

11
月
15
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
第

１
会
議
室

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

■
陸
上
自
衛
隊
工
科
学
校
生
徒

陸
上
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成

す
る
制
度
で
す
。

特
徴

▽
防
衛
大
学
校
、
航
空
学
生

へ
の
進
学
も
可
能
　
▽
高
卒
資
格
取

得
　
▽
学
生
手
当
と
し
て
月
額
９
万

４
９
０
０
円
支
給
　
▽
寮
費
は
無
償

応
募
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間

11
月
１
日
㈫
〜
１
月
６

日
㈮

問
合

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・

４
２
６
・
０
９
０
２
）

募
集
期
間

12
月
１
日
㈭
〜
９
日
㈮

試
験
日

12
月
14
日
㈬

受
検
資
格

高
等
学
校
卒
業
も
し
く

は
同
等
の
学
力
の
あ
る
人
（
年
齢
制

限
な
し
）
で
卒
業
後
、
府
内
で
農
業

関
係
に
従
事
す
る
志
の
あ
る
人

問
合

府
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究

所
農
業
大
学
校
（
☎
０
７
２
・
９
５

８
・
６
５
５
１
）

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
で
は
受
講

生
募
集
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
友
、

仲
間
を
作
り
な
が
ら
よ
り
豊
か
な
人

生
を
過
ご
す
た
め
の
講
座
で
す
。
歴

史
学
科
、
美
術
創
造
科
、
ア
ウ
ト
ド

ア
科
、
音
楽
を
楽
し
む
科
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

開
講
期
間

平
成
24
年
４
月
〜
平
成

25
年
３
月

場
所

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
「
大

阪
市
教
育
会
館
」（
地
下
鉄
「
谷
町
四

丁
目
」、
Ｊ
Ｒ
「
森
ノ
宮
」）

受
講
料

５
万
円
（
教
材
費
ほ
か
は

別
途
必
要
）

申
込

▽
第
１
次
…
12
月
20
日
㈫
〜

１
月
15
日
㈰
　
▽
第
２
次
…
１
月
20

日
㈮
〜
２
月
15
日
㈬
（
先
着
順
で
郵

送
の
み
）

問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢
者

大
学
校
（
☎
０
６
・
６
３
６
０
・
４

４
０
０
　
薨
０
６
・
６
３
６
０
・
４

５
０
０
E-m
ail
okd_offi
ce@
rou

ge.plala.or.jp）

府
計
量
検
定
所
で
は
、
次
の
と
お

り
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る

計
量
器
に
つ
い
て
は
、
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
11
月
21
日
㈪
…
戎

小
学
校
　
▽
22
日
㈫
…
市
民
会
館

▽
24
日
㈭
…
市
民
会
館
　
▽
28
日
㈪

…
上
條
小
学
校
　
▽
29
日
㈫
…
穴
師

小
学
校
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

問
合

府
計
量
検
定
所
検
査
課
（
☎

０
７
２
・
８
７
２
・
７
８
７
７
）、
産

業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
２
番
窓
口
）

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

介
護
認
定
調
査
員
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泉
北
環
境
ク
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
ー

い
ず
み
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
衛
官
募
集

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
農
業
大
学
校
学
生
募
集

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校

受
講
生
募
集

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
協
力
を
得
て
国
民
の
皆
さ
ん
に

公
的
年
金
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
し
て
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
係
で
も
「
国
民
年
金
相

談
強
化
月
間
」
と
し
、
国
民
年
金
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
年
金
の
不
安
を
取
り
除
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

年
金
手
帳
ま
た
は
免
許
証
な
ど
身

分
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、
保

険
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
）。課

税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、
毎

年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
㈭
の
提
出

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。こ

の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受

け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
提

出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が

多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
分
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
る
人
は
、

年
齢
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

万
円
以
上
の
人
と
、
65
歳
以
上
で
年

金
額
が
１
５
８
万
円
以
上
の
人
と
な

り
ま
す
。

問
合

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
該

当
し
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

に
対
し
て
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
控

除
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

10
月
１
日
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険

料
を
納
め
た
人
に
対
し
て
は
、
翌
年

１
月
下
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。な

お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）

本
市
に
お
け
る
洪
水
や
高
潮
に
対

す
る
対
策
と
し
て
、
堺
市
、
高
石
市

お
よ
び
忠
岡
町
の
３
市
１
町
で
泉
州

水
防
事
務
組
合
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

管
内
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
関
係
機
関
と
協
力
し
、
大
和
川
左

岸
か
ら
忠
岡
町
に
至
る
海
岸
と
管
内

の
一
級
・
二
級
河
川
を
警
戒
・
防
御

し
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
泉
州
水
防
事
務
組
合
第
３

回
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
は

80
人
ま
で
可
能
で
す
。

日
時

11
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜

場
所

堺
市
議
事
堂

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

な
お
、
泉
州
水
防
事
務
組
合
の
水

防
計
画
抜
粋
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
区
計
画
、
生
産
緑
地

地
区
な
ど
の
都
市
計
画
の
決
定
・
変

更
に
つ
い
て
審
議
会
を
開
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
会
議
は
傍
聴
す
る
こ

と
で
き
ま
す
。

日
時

11
月
18
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

定
員

10
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合

は
会
議
開
始
30
分
前
に
抽
選
）

申
込

不
要
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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泉
大
津
市
の
水
防
活
動

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

11
月
は

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
！

都
市
計
画
審
議
会

「サイエンス教室 inかんくう」の
開催および参加者の募集

環境に配慮した「環境フレンドリー」
な関西国際空港において、空港をとり
まく環境と科学について子どもたちに
やさしく学んでいただけるよう、次の
とおり「サイエンス教室 inかんくう」
を開催します。
日時 11月 27日㈰　午後2時～4時
場所 関空展望ホール「Sky View」2階
対象 小学4～6年生（保護者の同伴
が必要）
定員 先着40人
参加費 無料
内容 ▷関西空港の環境の取組み紹介
▷地球温暖化、水素の性質、燃料電池
に関する体験型の実験　▷燃料電池自

動車などの展示・試乗（屋外駐車場）
申込・問合 11月 22日㈫までに、官
製はがき、ＦＡＸまたはＥ－Mail で、
①住所、②保護者および児童の氏名、
③年齢（学年）、④参加人数、⑤電話番
号、お持ちの人は⑥ＦＡＸ番号、⑦Ｅ-
Mail アドレス(パソコン)を明記のうえ、
〒549-8501　泉佐野市泉州空港北1
番地　関西国際空港㈱　計画技術部環
境管理グループ（薨 072・455・2050
Ｅ-Mail：ecois@kiac.co.jp）（☎072・
455・2169　土・日曜日、祝日を除く
午前10時～午後５時）へ
なお、先着順となり定員になりしだ

い、応募を締め切らせていただきます。
決定後、当社からメールなどでご連絡
します。

関空ニュース

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
の
送
付

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
に

入
っ
て
ま
す
か
？
　
労
働
保
険
と
は
、

「
労
災
保
険
」
と
「
雇
用
保
険
」
を
総

称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
を
１
人
で

も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

問
合

▽
雇
用
保
険
…
泉
大
津
公
共

職
業
安
定
所
（
☎
32
・
５
１
８
１
）

▽
労
災
保
険
…
泉
大
津
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
32
・
３
８
８
８
）

地
域
の
親
子
の
遊
び
と
交
流
ス
ペ

ー
ス
、「
お
や
こ
広
場
」
が
市
内
５
か

所
で
開
催
中
で
す
。
お
家
で
遊
ぶ
こ

と
が
多
い
人
、
お
友
だ
ち
が
欲
し
い

人
、
一
度
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

対
象
は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
で
す
。
必
ず

保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
お
や
こ
広
場
M
oco m
oco（
も

こ
も
こ
）

開
催
日
時

火
〜
土
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
（
火
・

金
は
午
後
１
時
〜
４
時
）

場
所

市
民
会
館
子
育
て
支
援
ル
ー

ム
（
☎
21
・
４
０
８
５
）

定
員

各
日
先
着
25
組

②
お
や
こ
広
場

カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

開
催
日
時

火
・
木
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員

各
日
先
着
40
組

な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
徒
歩
か
自
転
車

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
お
や
こ
広
場
ま
ざ
ー
・
ぐ
ー
す

開
催
日
時

月
・
水
・
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時

場
所

和
泉
乳
児
院

定
員

各
日
先
着
15
組

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
（
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
）
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
・
87
・
７
８
３
０
）
に

よ
る
子
育
て
電
話
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

④
お
や
こ
広
場
ふ
る
ー
る

開
催
日
時

月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時

場
所

と
れ
ぞ
あ
保
育
園

定
員

各
日
先
着
10
組

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
徒
歩
か
自
転

車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⑤
お
や
こ
広
場
た
ん
ぽ
っ
ぽ

開
催
日
時

火
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午

場
所

北
公
民
館

定
員

各
日
先
着
12
組

な
お
、
各
場
所
と
も
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
安
全
確
保
の
た
め
入
場
を

お
断
り
し
ま
す
。

問
合

①
〜
③
は
社
会
福
祉
法
人
和

泉
幼
児
院
（
☎
33
・
２
２
２
７
　
URL

http://w
w
w
.nyuyouji.or.jp）、④

と
れ
ぞ
あ
保
育
園
(☎
33
・
３
０
０

３
)、
⑤
は
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
11
番
窓
口
）

「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す
る
」

「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
」
な
ど
、
時
代
や
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」
を
改
め
て
確
認
し
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
呼

び
か
け
る
運
動
で
す
。

府
民
の
皆
さ
ん
も
、
大
切
な
こ
こ

ろ
を
見
つ
め
直
し
、
ま
ず
は
、
あ
い

さ
つ
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

問
合

府
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

総
務
企
画
課
（
☎
０
６
・
６
９
４

７
・
６
８
５
７
　
URL
http://w
w
w
.p

ref.osaka.jp/kyoisom
u/kokoro

/）東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
ふ
る

里
か
ら
離
れ
暮
ら
し
て
い
る
人
の
専

用
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
１
２
０
・

７
６
０
・
２
２
２
（
メ
ー
ル
相
談

so-dan@
jinken-osaka.jp）

相
談
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

ま
で
　
毎
週
月
曜
日
、
火
曜
日
の
午

後
２
時
〜
８
時

▽
毎
週
月
曜
日
…
「
こ
こ
ろ
の
相
談

電
話
」、
関
西
被
災
者
支
援
相
談
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
、
近
畿
在
住
の

人
▽
毎
週
火
曜
日
…
「
な
ん
で
も
相
談

電
話
」、
大
阪
府
内
被
災
者
支
援
協

議
会
担
当

な
お
、
電
話
代
は
無
料
で
、
携
帯

電
話
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

こ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
㈶
大

阪
府
人
権
協
会
、
府
府
民
文
化
部
人

権
室
、
関
西
被
災
者
支
援
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
協
力
し
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
受
け
付
け
た
相
談
内

容
は
、
秘
密
を
厳
守
し
、
相
談
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。

問
合

大
阪
府
内
被
災
者
支
援
協
議

会
代
表
㈶
大
阪
府
人
権
協
会
（
☎
０

６
・
６
５
８
１
・
８
６
１
３
）

労
働
保
険
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い

33 広報いずみおおつ　平成23年11月号

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

遊
び
に
お
い
で
よ
！

お
や
こ
広
場

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間
で
す
！

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
の

専
用
電
話
相
談
窓
口

あい言葉は、
　「愛さつOSAKA」
（O）おはよう
（S）さよなら
（A）ありがとうで
（K）こころの
（A）握手



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
日
程
で
特
別
価
格
に
よ
り
包
丁
研

ぎ
（
５
〜
６
日
預
り
）
を
お
請
け
し

ま
す
。

日
時

11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
南
公
民
間

料
金

▽
菜
切
り
包
丁
…
４
５
０
円

▽
出
刃
包
丁
・
刺
身
包
丁
…
５
５
０

円
　
▽
刃
こ
ぼ
れ
・
柄
の
付
替
え
な

ど
は
別
途
料
金

な
お
、
北
公
民
館
で
は
、
12
月
７

日
㈬
・
８
日
㈭
の
予
定
。
通
常
は
事

務
局
に
て
お
請
け
し
て
い
ま
す
。

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

ご
み
の
有
料
化
後
の
可
燃
ご
み
の

量
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
と
比
較
し
約

27
％
減
量
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
で
は
、
更
な
る
ご
み

の
分
別
と
減
量
に
つ
い
て
の
「
出
前

講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
ご
み

の
詳
し
い
分
別
方
法
」
や
「
ご
み
減

量
の
た
め
の
４
Ｒ
」
を
ス
ク
リ
ー
ン

を
用
い
、
図
解
入
り
で
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
を
希
望
す
る
人
は
生
活

環
境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

正
社
員
・
パ
ー
ト
の
お
仕
事
を
探

し
て
い
る
人
を
対
象
に
就
職
情
報
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
求
人
企
業
の

面
接
担
当
者
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
各

ブ
ー
ス
で
面
接
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
若
年
者
就
労
支
援
相
談
・
障

が
い
者
の
就
労
相
談
・
就
職
相
談
コ

ー
ナ
ー
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情

報
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
職

業
適
性
診
断
の
各
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
17
日
㈭
　
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
（
面
接
受
付
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
所

た
か
い
し
市
民
文
化
会
館
ア

プ
ラ
ホ
ー
ル
（
南
海
本
線
高
石
駅
よ

り
東
へ
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
）

対
象

仕
事
を
探
し
て
い
る
人

参
加
費

無
料

持
物

写
真
添
付
の
履
歴
書
（
複
数

社
の
面
接
を
希
望
す
る
人
は
、
面
接

す
る
企
業
数
に
合
わ
せ
て
履
歴
書
を

持
参
）

申
込

不
要

問
合

労
働
政
策
課
（
☎
23
・
８
６

８
９
）

調
停
委
員
が
紛
争
の
内
容
を
聞
き

取
り
、
調
停
の
利
用
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
調
停
手
続
を
説
明
し
ま
す
。

民
事

貸
金
・
借
金
、
土
地
建
物
賃

貸
借
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

家
事
　
離
婚
・
養
育
費
、
相
続
問
題
、

遺
言
な
ど

日
時

11
月
16
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

会
場

浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
港

緑
町
）

費
用

無
料

申
込

当
日
会
場
で
受
付

問
合

▽
民
事
関
係
…
大
阪
民
事
調

停
協
会
（
☎
０
６
・
６
３
６
３
・
３

０
９
１
）
　
▽
家
事
関
係
…
大
阪
家

事
調
停
協
会
（
☎
０
６
・
６
９
４

７
・
１
４
２
０
）

８
月
に
第
１
期
分
と
合
わ
せ
て
送

付
し
ま
し
た
第
２
期
分
の
納
付
書
に

て
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

第
２
期
分
の
納
付
書
が
見
当
た
ら
な

い
場
合
は
、
府
税
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
場
合
は
、
納
付
書
は
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
間
の
税
額
が

１
万
円
以
下
の
場
合
は
２
期
分
の
納

付
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
・

安
全
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合

大
阪
府
泉
北
府
税
事
務
所
（
☎

０
７
２
・
２
３
８
・
７
２
２
１
）

日
時

▽
第
１
回
…
12
月
９
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
50
分
（
受
付
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
）
　
▽
第
２
回
…

１
月
20
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
３
時
50

分
（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
）

場
所

東
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門

校
（
東
大
阪
市
菱
江
６
ー
９
ー
10
）

科
目

Ｎ
Ｃ
機
械
科
（
仮
称
）、
電
気

工
学
科
、
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

問
合

東
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門

校
（
☎
０
７
２
・
９
６
４
・
８
８
３

６
）

34

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税
……第 4期分

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………11月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………11月分
●介護保険料 (普通徴収 )……･11月分

▽
本
市
も
つ
い
に
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公

募
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
！
　
詳
し
く
は
２
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の
人
か
ら
も
愛

さ
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕

生
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
小
）

▽
市
で
は
本
市
の
古
い
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
（
P
３
参
照
）。
わ
た
し

の
年
齢
で
覚
え
て
い
る
古
い
風
景

は
、
今
で
は
少
な
く
な
っ
た
「
た
め

池
」
の
あ
る
風
景
。
魚
つ
  り
や
ザ
リ

ガ
ニ
捕
り
を
し
て
遊
ん
だ
こ
と
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
　
（
濱
）

▽
１
年
前
の
11
月
号
で
「
初
心
を
忘

れ
ず
頑
張
り
ま
す
！
」
と
編
集
後
記

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
１
年
前
の
広

報
紙
を
見
て
、
日
々
の
職
務
に
追
わ

れ
初
心
を
忘
れ
か
け
て
い
た
自
分
に

気
づ
き
ま
し
た
。
改
め
て
…
「
初
心

を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
」
！

（
弥
）

編集後記

ご
み
の
分
別
・
減
量
の

出
前
講
座
を
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

特
別
価
格
で
包
丁
研
ぎ

就
職
情
報
フ
ェ
ア
（
合
同
就
職

面
接
会
＆
仕
事
い
ろ
い
ろ
相
談
）

Ｒefuse（リフューズ）　⇒　断る（レジ
袋を断る。過剰包装を断る。）
Ｒeduce（リデュース）　⇒　減らす（食
べ残しをなくす。マイ箸を使う。）　　
Ｒeuse（リユース）　⇒　再使用（再生
品を使う。リサイクルショップを利用）
Ｒecycle（リサイクル）　⇒　再生利用
（資源物は分別して資源として出す。）

【減量のための４Ｒ】

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
・
家
事
調
停
手
続
相
談
会

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。

府
立
東
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
見
学
会

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先 

●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●
 　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

7 日㈬、21日㈬

7日㈬、21日㈬

1日㈭、15日㈭、29日㈭

14日㈬、28日㈬

14日㈬、28日㈬

8日㈭、22日㈭

12月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

　 粗大ごみ
電話申込センター

  
 
　

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

H20年度同月比
H22年度同月比

 982トン
▲412トン
▲59トン

市全体の排出量 20年度より　　 ％、
22年度より　　 ％
減量できました！
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■
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

開
催
日
時
・
場
所

▽
11
月
24
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
…
泉
大

津
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
25
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
…
和
泉

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

担
当
部
署

法
人
課
税
第
１
部
門
（
源

泉
所
得
税
担
当
）

■
毎
月
10
日
の
源
泉
所
得
税
の

納
付
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
事
前
に
税
務
署
に
「
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
利
用
届
出
書
」
を
提
出
し
て

お
け
ば
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

所
得
税
徴
収
高
計
算
書
の
デ
ー
タ
を

送
信
し
た
後
に
、
簡
単
な
ク
リ
ッ
ク

操
作
で
届
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か

ら
、
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て

納
付
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
(URL
w
w
w
.e-tax.nta.go.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当
部
署

管
理
運
営
部
門

■
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
よ
る

法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
利
用
し
た
法

定
調
書
の
提
出
に
は
、
事
前
に
、
所

轄
の
税
務
署
へ
「
支
払
調
書
等
の
光

デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出
承
認
申
請

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
24
年
１
月
提
出
の
法
定
調
書

（
平
成
23
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
）
を
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
提

出
す
る
に
は
、
平
成
23
年
11
月
末
ま

で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
部
署

個
人
課
税
第
１
部
門

問
合

泉
大
津
税
務
署
（
☎
33
・
５

６
０
１
）

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
歴
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢

や
体
重
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
11
月
９
日
㈬
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
…
大
津
神

社
　
▽
12
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
…
い
ず
み
お
お
つ
シ

テ
ィ
前

な
お
、
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
休

憩
し
ま
す
。（
９
日
は
休
憩
な
し
）

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
　
☎
23
・
１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
９
月
１
日
〜
30
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
２
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
１
万
円
　
匿
名

◇
３
０
０
０
円
　
栃
木
洋
子

◇
５
万
円
　
匿
名

◇
１
万
円
　
日
下

◇
１
万
円
　
泉
大
津
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事

務
所

（
敬
称
略
）

９
月
22
日
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
め

ぐ
み
荘
（
八
木
稔
理
事
長
）
の
入
居

者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
条
南
小
学
校
と

条
南
幼
稚
園
に
各
種
教
材
備
品
な
ど

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

校
・
園
で
は
、
今
後
も
児
童
・
園
児

た
ち
と
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
ま
す
。

問
合

教
育
総
務
課
（
市
役
所
３
階
）
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献
血
の
お
知
ら
せ

善
意
銀
行

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
小
学
校
・

幼
稚
園
に
善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

泉
大
津
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ


